
三

百

六

十

番

歌

合

,ー
1

成

立

時

期

芝

和

歌

史

的

意

義

峯

村

文

人

「
績
饗

.類
從
」
業

四
頁

鞭

響

三

冥

+
叢

A・
L
と
累

馨

が
牧
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
從
來
、

こ
の
歌
合
の
成
立
時
期

は
土

御
防
天
皇

の
正
治

=
年

(西
紀

=

.一〇
〇
年
)

と
せ
ら

れ
て
居
り
、
,そ
れ
に
就

い
て
は
何
等

の
疑
問
も
持
た
れ

る
と
こ
ろ

が
無

か

つ

た

や
う

で
あ

る
。
文
、
こ
の
歌

合
が
新

古
今
時
代

に
於

い
て
、
千
五

百
番
歌
合
や
六
百
番
歌
合

に
吹
ぐ
大
歌

合

で
あ
る
事
に
氣
附
か
れ

て

は

ゐ
た

け
恵
ど
も
」

こ
の
歌
合

の
内
容

や
和

歌

史

的

意
義

に
就

い

て
特

に
論
究

せ
ら
れ

る
と

い
ふ
事
も
無
か

つ
た

や
う
で
.あ

る
。
し
か

し
、
-
し
ぼ

ら
く
考
察

の
眼
を
向
け

て
見

る
と
、

こ
の
歌
合

の
成
立
時
期
が
正
治

二
年
で
は

な
く
そ

の
翌
年

の
建
仁
元

年

と
せ
ら

れ
な
ぐ

て

は
な
略
な

い
嶺
、

こ
の
歌

合
臓
撰
歌
合

り

一
種

と
見
ら

る
べ
き
も

の
で
い
ち
じ

る
し
く
撰
集
的

で
あ
る
事
、

こ
の
歌
合

に
は
多
く

の
す
ぐ

れ
た
作
品
が
集
め
ら
れ

て
居
り
撰
者

の
抱
負

の
大

き
さ
と
識
見

の
高

さ
と

に
甚
だ
注
目
せ

臥
る
べ
き
も

の
が
あ

る
事
、

「
新

古

今

和

歌

集
」
と

の
親
し

い
聯
關

が
考

へ
得
ら
れ

る
事
等
が
あ
き
ら
か

に
せ
ら
れ

る

の
で
あ

つ
て
、

こ

の
歌

合

の
存
在
は

、
新
済
今
時
代
と

い
ふ
も

の
を
考

へ
る
上

に
輕
睨
し
難

い
も

の
が
あ

る
や
う
に
思
は
れ

て
來

る

の
で
あ

る
。

り

こ
の
考
察

に
使
用

し
た
三
百
六
十
播
鰍

合

は

「
績

群
書
類
從

」
所
牧

の
も

の
と
山
岸
徳
亭
先
生
御
所
藏

の
爲

本
と

で
あ

る
が
、
他

に
圖

三

脳日

山ハ
L
十

番

一歌

合
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人

-
丈

研

ヂ

書
寮
本
を
恩
参
看

し
た

。

魂

第

五

輯

成

一

立

・

時

期

'

-

正
治

二
事
鰍

三

百
六
十
番
歌
合

に
は
漢

丈

の
序

が
附

せ
ら
れ

て
ゐ
て
、
そ

の
序

文

の
末
尾

に

「
干
時

聖
旛

庚
申
涼
秋

己
酉
記
・
之

云
爾

」
と
あ
り
、
第

ほ

レ

ロ

一
春
部

の
最
初

に
は
特

に

「
正
治

二
年

」
と
記

さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
L

て
.
正
治

二
年
は
正
上
く

「
庚
申
」

の
年

に
當

つ
て
ゐ

る
か
ら
、

こ
、

　

リ

モ
　

や

へ

の
序

文
は
正
治

二
年

に
書

か
れ
た

も

の
と
認

め

て
差
支
が
な

い
。
次

に
、

「
掠
秋

己
酉
」
が
問
題

と
な

る
。

「
凍
秋
」
と

い
ふ
の
は
普
通

に
は
陰
暦

九
月

の
異
稽
と
せ
ら
れ

て
ゐ
る
が
、
正
治

二
年

の
九
月

に
は

「
己
酋
こ

の
臼

が
無
く
、

八
月

の
二
十
六
日
が
己
酉

に
當

つ

て
ゐ

ノ

る
か
ら

で
あ

る
。
そ

こ

で
、

「
涼

秋
」
と

い
ふ

の
が

「
八
月

」

に
用
ひ
ら

れ
た
例

は
無

い
か
ど
ケ
か

で
あ

る
が
、
そ

の
黙

に
就

い
て
當
時

の
文
馨

探
つ
寛

る
と
、
薔

の
餐

「
拾
玉
集
」
の
申
に

「
涼
風
九
月
晶

第
と
い
ふ
用
例
も

渥

秋
八
月
」
蜷
第
と

い
ふ
用
例
も

共

に
見

い
,だ
し
得
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
さ
う
す

る
と
、
三
百

六
+
番
歌
合

の
序
丈
は
、
,
正
治

二
年
八
月

二
十
六
日

に
記

さ
れ
た
も

の
と
解

す

る
の
が
至
當

と
せ
ら

る

べ
き

で
あ
ら

う
。

一

.

・

序
文

の
上
だ
け
で
あ

る
な
ら

ば
三
百
六
十
番
歌
合

の
成
立
時
期
は

こ
れ

で
あ
ぎ
ら

か

に
せ
ら

れ
た
わ
け

で
あ

つ
て
、
特

に
取
り
上
げ
ら

曹

る

べ
き
穫

の
事

も
な

い
。

し
か

る

に
、

と

の
歌

合
を
構
成

し

て
ゐ
る
作
品

の
上
か
ら
す
ゐ
と
、

こ

の
歌
合
が
正
治

二
年

に
成

立
し
た
も

の

と

は
認

め
難

い
,の
で
あ
る
。
、そ
れ
は
正
治

二
年

の
翌
年

に
當

る
建
仁

元
年

一
.一月

に
行

は
れ
た
老
若

五
十
首
歌
合
及
び
同
年

三
月

二
十
九
日

ノ

に
行
は
れ
た
新
宮
撰
歌
合

の
二
つ
の
歌
合

の
歌

の
申
か
ら
甚
だ
多
く

の
鍬

が
撰
入
せ
ら
れ

て
居
り
、

こ
の
二

つ
の
歌
合

が
三
百
六
十
番
歌

合

に
と

つ
て
重
要
な
資

料
と
せ
ら

れ

て
ゐ
た
事
が
知
り
得
ら

れ
る
が

ら

で
あ
る
。

'

～

、
今
、
三
百
六
+
霰

合
に
就
超

、
老
若
五
+
首
歌
合
鮨

欝

鱗

及
び
新
霧

歌
合
賄
廿
捻

灘

の
作
品
か
ら
撰
入
せ
ら
れ
て
ゐ

る
も

の
を
調
査
し

て
見
る
と
、
老
着

五
十
首
歌
合

の
作
品

三
十
七
首

、
新
宮
撰
歌
合

の
作
晶
十
五
首
を
そ
れ

ぞ
れ
見
出
す
事
が
醗
來

る
。
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す

な

は

ち

次

の
通

り

で
あ

る
。
、

三
百
宍
十
番
歌
合
申
に
存
す
ろ
老
若
五
十
首
激
合
の
俸

品
。
括
弧
内
は
そ
の
作
品

の
老
若

五
十
首
歌
合
に
お
け
ろ
所
在
位
置
α

、

第

一
、

春

部

。

σ
四
番
、
右

(
春
、
四
番
、
右
)
〇
+
番
、
左

(
養

+
六
番
、
左
)
〇
+
九
番
、
左

(
春
、
六
蜀

左
)
○
=
手

蕃

、
右

(
春
、

三
+
六
番
、
右
)

ノ

を

〇

三
十

四
番

、
右

(
春
、

四
十

二
番

、
右

)
〇

四
十
番
、

左

(
春
、
・四
十
番
、

右
)
〇

五
十

二
番

、

左

(
春

、

三
十

九
番
、

右

)
○

呪
十

四
番
、

左

ノ

(
春
、
」
二
十

四
番

、
右
)

〇
五
十
六
番
、
左

(
春

、

三
十

五
番
、
右

)
〇
六
十

五
番
、
左

へ
春

、

四
十

三
番

、
右

)
〇

六
十

八
番

、
左

(
春
、

三
十

六

番

、
左
)

一

第

二
、
夏
部
。

,

、

〇

一
番
、

左

(
夏
、

五
十

一
.番

、
右
)
b

十

一
潰

左

、(
夏
、

山
ハ
+
四
番
、
嵐
)

O
イ
竜
番

、
左

(
夏
、
㌔七

十
激
番
ふ

右
)
〇

五
十

二
番

、
左

(
夏
、

八

+

五
番

、
右
)
〇

五
+

五
番
、
右

(
夏
、
九
+

五
番

、
δ

G

五
+
八
番

、
左

(
夏

、

八
+
八
番

、
右

)
〇
六
+

蕃

、
左

(
夏
、

八
+

六
番

、
.
左
)

ト

㌃
第

三
、

秋

部

。

`

,

〇

一
番

、

左

(
秋

、

百

三
十

五

番

、

右

)

0
ゼ

番

、

左

(
秋

、'
百

コ

十

ご

番

、

右

)

〇

十

五
番

、

左

(
秋

、

百

十

八
番

、

右

)

〇

三

十

一
番

、

右

(
秋

、

百

十

六
番

、

右

)

0

山ハ
十

五
」番

、

左

(
バ秋
、

一自
二

十

山ハ
番

、

右

)
、

・

虚

、
、

・

.

。
騨

薦

(

ノ

セ

ア

冬
ふ
百
五
十

一
番
、
右
)
〇
十
九
番
、
右

(
冬
、
百
五
十
四
番
、
右
)
。
二
+
二
墓

(
条

墓

毒

右
)
。
二
+
二
養

右

(
冬
、
百

七
十
番

、
右
)
〇

二
十
四
番
塾
左

(
冬
、

百

八
十

八
番

、
右
)

〇

二
十

五
番

、
左

(
冬
、

百

六
十

三
番

、
右
U

O

二
十
六
番

、

左

(
冬
、

百
山
ハ
十

八
轟
岱
、
右

)
〇

三
曾†

一
番

、
・左

(
久
'、

百

六
十

八
コ番

噛
左

)
〇

五
十
番

、
左

(
雑
、

ご
百
十
番
、

飢石
)

/

ご

ロ

が

第

五

、

雑

部

。

■

、

・

、

一

撃

、

・

ノ

＼
〇

六
番
、
左

(
雑
、

二
百

二
十

山
ハ
番
W

右

)
〇

八
番
、
右

八
雑
、

ご
百
五
十
番

、
左
)
〇
十
番
、

・右

(
雑
》

二
百
ヨ
十

八
番

ト

右

)
・〇
五
十
六
番

、

左

'

(
秋
、

百
三
十
九
論蒼
、
右

)
〇
六
十

九
悉
H、
、左

(
雑
、

二
百

七
番

、
一右
)

.

,

附

認
。
調
査

な
進

め
る
な
ら
ば

更

に
こ

れ
以

上

の
歌
数

に

の
ぼ

る
か
と
思
に
れ

る
溝
、
今

は
そ

の
必
要
な
認

め
な

鱈
。

主

莫

+
番
馨

中
に
存
す
ろ
響

叢

合
の
作
。㎜
。
括
弧
内
黛

の
作
.胆
の
薪
藻

歌
倉
黛

、け
る
所
在
位
置
。

三

百

山ハ

十

番

歌

合

一・3-・



人

丈

研

究

第

五

輯

第

二
、
夏
部
。

〇
十

九
番
、

左

(
八
番

、
左

)
〇

二
十

一
番

、
ゐμ

(
十
番

、
左

)
〇
六
十

、一
番

、
右

(
十

一
番

、
左

)
〇

六
十

二
番
、
左

(
十

五
番
、
右

)
0

山ハ
十

二
番
」

右

(
十
四
番

、
、
右
)

第

三
、

秋
部

。
尋

,O

二
十

七
番

、
左

(
十

八
番

、
右

)

〇
三
十
七
番
、
左

(
二
+

一
番

、
右

)

Q
査

十

三
番

、
右

(
二
十
番

、
右
)

第
四
、
冬
部
。

一

"

.

ノ

ロ

レ

　

〇
八
番
、
,左

(
+
七
番
、
左
)
◎
七
九
番
、
左

(
二
十
六
番
q
右
)
〇

三
十
四
番
、
左

、(
二
十
二
番
、
左
)
〇
三
十
四
番
、
右

(
二
十
四
番
、
左
)
〇
三

,
十
九
番
、
左
、(
二
十
八
番
、
右
)

第

五
、
雑
部
。

〇
三
十

一
番
、
左

(
三
十
三
番
、
左
)
〇
三
十
三
番
左

(
三
十
二
番
、
右
)

以

上

の
や

う
な

調
査

の
結
架

か

ら
、

老

若

五
十

首
歌

合

と
新

宮
撰

歌

合

と

が
三

百

《
十

番

歌

合

の
重

要

な
資

料

と

せ
ら

れ

て

ゐ
た

事

は

あ

き

ら
か

で
あ

る
。

も

か

し

、

こ

の
;

つ

の
歌

合

は
果

し

て
建

仁

元

年

に
行

は

れ
た

も

の

で
あ

つ
た

か

、
建

仁

元
年

に
行

は
れ

た

も

の

で

あ

る
と
し

て
も

、
そ

の
作
品

は
正

治

二
年

に
詠

ぜ

ら

れ

て

ゐ
た

も

の
で

嫁
な

か
ち

た

か
、

が

一
つ

の
問

題

と
な

る

で
あ

ら

う

。

先

づ
老
若

充

十
首

歌

合

の
行

は
れ

た

時
期

に
就

い

て
見

る

と
、

「
群
書

類

從

」

の
こ

の
歌

合

に

「
建

仁

元

年

二
月

」

と

あ
り

、
定

家

の

「
拾
遺
畢

」
覧

え
る
こ
の
歌
合
の
五
吉

羅

響

首
」
に

「
馨

元
年
春
」
と
あ
り
、

「
和
歌
合
略
目
録
」
に
も
建

仁
元
年

二
月
と

せ
ら

れ

て
ゐ
る
。
叉
、
更

に
精
し

い
も

の
で
は
藤
原
雅
経

の
家

集

で
あ

る

「
明
日
香
井
和
歌
集

」
及
び

「
後
鳥
羽
院
御
集
」
'が

あ

つ
て
、

「
明
日
香
井
和
歌
集

」
に
は

「
建
仁
元
年

二
月

+
二
日
奏
覧

」
ど
あ
り
、
「
後
鳥
弱
院
御
集
」
に
は

「
建
仁
元
年
」
一月
」
と
あ

つ
淀

、「
+

穴

十
八
爾
日
有

二
評
定

一。
被

レ
付

二
勝
負

7。

」
と
注
記
せ
ら
れ

て
ゐ
る
。
し
た

が

つ
て
、

こ
の
歌

合
は
、
各
作
者

の
作
晶

が
建

仁
元
年

二
月

十
二
旧

前
後

に
奏
覧

せ
ら
れ
、
二
凋
十
六
日
十

八
昌

の
爾

日

に
判

が
加

へ
ら

れ
た

も
の
で
あ

る
事
を
知
り
得
る

の
で
あ

る
。
た
だ
、
最
も

よ

い
参
考
記
録

を
示
し

て
く
れ

る
筈

の

「,明
月

記
」
は
、
同
年

一
月
及
び
二
月

の
部
分
を
鋏

い
て
ゐ
る

の
で
、

ζ
れ

以
上

の
潰
息
を
知

り
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得
な

い
b

'

、

/

次

に
、
新

宮
撰

歌
合

に
就

い

て
は

、

n
群

書

類

從

」
に

「
建

仁

元

年

三
月

二
十

九

日

」
と

あ
り

「
作
者

陰

レ
名

褒

疑

」
と
あ

る
が

、

扇

月
記
」
に
も
あ

撰
歌
合
の
記
繋

あ
つ
て
、
そ
の
糠

を
三
月
二
丸

塁

+
春

の
條
に
葵

精
細
に
傳

へ
て
ゐ
る
・
編

職

、肇

難

鯉

徽

鶏

響

「
明
月
記
」
に
よ
れ
ば
,
こ
の
叢

合
の
作
・棚
は
各
作
者
か
ら
+
首
9

提
響

ら
鎗

み

で
あ
つ
て
、

-三
月

二
十

二
日
以
前

の
あ
ま
り
遽
く
な

い
日
に
題

が
與

へ
ら
れ
三
月

二
十
八
日

に
提
出

せ
ら
れ
た

の
で
あ

つ
た

。

「
明
月

記
」

の
三
月
二

丸

日
の
條
に
は
左
蓼

和
繁

響

ら
れ
た
模
様
を
記
録
し
て
ゐ
る
が
、
同
晶

の
ミ
月
二
+
言

の
條
に
は

「
+
首
歌
鰭

來
廿
八

日

可
・
進
之
由
有

・
仰
」

と
あ

る
。
又
、
一
「
群
書
類
從

」
に

「
作
者
隠

・
名
褒
既

」

と
あ
る
の

に
該
當
す

る
記
録

も
ニ
ナ
八
日

の
條

に
見
え

へ

る

の
で
あ

る
。
か

う

い
ふ
風

で
あ

る
か

ら
、

こ

の
撰
歌

合

の
作

品

が
正

治

二
年

か

ら

用

意

せ
ら

れ

て
ゐ
た

も

の
な

ど

で
あ

り

得
な

い
事
も

極

め

て
あ

き
ら

か

で
あ
ら

う

。

、

'

〆

',

＼

以

上

の

一,一
つ

の
歌

合

に
關

す

る
事
實

か
、ら

、

三

百

六
十
番

歌

合

の
成

立
時
期

は
少

く

と

も
,建

仁

元

年

三
月

二

十

九
日

以
後

で
な

く

で

は

な

ち

な

い
事

と
な

為
つ

そ

し

て
、
序

文

に
よ

つ

て
考

へ
得

ら

れ

る
正
治

コ
年

と

は
あ

き
ち

か

に
く

ひ
違

ふ

と

こ
る
が

見
出

だ

さ
れ

る

の
で

あ
、る

。

,

・

.

、

、

三

百
六

十

番
歌

合

の
成

立

に
關

し

て
、

老
若

五

十
首

歌

合

と
新

宮
撰

歌

合

と

か
ら

得
た

以

上

の
事
實

に
野

し
、
特

に
重

要

な
補

助
資

料

ヨ

に
な
り
得
る
も

の
と
し
て
、
次

に
正
治

二
年

の
百
首
歌

の
問
題
を
指
摘

し
な

け
れ
ば
な
ら

な

込
。
後
鳥

朋
上
皇

は
正
治

二
年

に
再
度

の
百

首
歌

を
召

さ
れ
た
。

「
正
治

二
年
院
」御
首
首

L

(
初
度
)

・
「
正
治

二
年
第

二
度

百
首
和
歌

」

と

い
ふ
名

構

で
傳

へ
ら

れ

て
ゐ
る
二

つ
の

百
首
歌
が
そ

れ

で
あ
り
、

三
百

六
十
番
歌
合

に
は

こ

の
二

ρ
の
百
首
歌

か
ら
も
甚

だ
多
く

の
作
品

が
撰

入
せ
ら
れ

て
ゐ

る
α
特

に
、
歌
合

中

の
後
鳥

朋
上
皇

の
御
作

三
十
九
首

の
中
、
十

五
首

は
初
度

の
百
首

の
御
作

で
あ
り
、
五
首
は
第

二
度

の
百
首

の
御
作

で
あ
り
、
薪
叉
、
式

子
内
墾

の
御
作
三
+
書

の
中
、
二
吉

は
初
度
の
暮

の
禦

で
あ
る
。
馨

訥
鯉

縫

牽

膓

鋸

鰍
聯

部

鮭

贈
鰍

勉

三

百
'

山
ハ

十
馬

番

一歌

合

_5-.



人

文

研

究

、
第

五

輯

鋸

離

叢

嘉

魏

臨

語

、潅

、
後
髭

上
皇
の
御
作
は
、
正
治
二
年
め
獲

の
薯

歌
の
御
作
蔭

い
霧

り
の
モ
書

は
す
べ

紘蘇

縛

職
叢

鰍韓

節弩
翫
欝

麹

灘
隷

鴇
服懲

及旗式子内

ヘ

ノ

コ

　

後

鳥

羽

上

皇

の
場

合

。

、

三
百

六
十
番

歌
合

に
於
け

ろ
初
度

百
首

の
御
作

の
所

在
位
置

。

(
計
十

五
首

)

、

○
第

一
、
春
部

。

一
番
、
左
。

○
同

上
β

六
十

三
番

、
左
。

○
同

上
。

七
十

二
番
、
左
。

○
第

二
、
夏

部
。

二
番
、

左
。
○

同
上
。

十

三
番
、

左
。

○

同

上
。
三

十
五
番

・
左
。

O
同

上
・

五
十
三
番
《

左
。

O
第

三
・
秋
部

。

十
番
㍉

左
。
0

同
上
。
十

八
番

、
左
。

0

同
上
。

ご
十

五
番
㍗

左
。

○
第

四
、

冬
部

。

一
番
.
左
。
O

同

上
。

三
+
八
番
駄

左
。

○
第

伍
、
雑
部

。

一
番

、
左
。

○
同

上
。

十
九
番

、
左

。
0
同

上
。

二
十

一
番

、
左

。

三
耳

六
十
番
歌

合

に
於

け
る
第

二
度

百
首

の
御
作

の
所
左

位
置

。

(
計

五
首

)

.'

き
　
ロ

0
第

一
、
春
部
。

二
十

六
番
、
輔左
。

○
同

上
。

五
十

七
番

、
右

。
σ
第

二
、
、夏
部

沿

二
十
番

、
左
。

○
第

四
、

冬
部

。

三
十

垂
番
、
左
ゆ

㊦
同

上
ゆ

五

ヤ

十

五

番

、

左

。

.

、

亀

・

、

、

・

チ

　へ

三
百

六
十
番

歌
合

に
於

け

る
老
若

五
十
首
歌

合
、の
御
作

の
所
在

位
置
。

(
計

+
六
首
)

0
第

一
.、
春

部
。

五
十

二
番

、
左

。
○
同

上
。

五
十
六
番

、

左

。
-
O
同

上
。

六
十

五
番

、
、
左

。
0
第

二
、

夏
部
。

一
番

、

左
。

0
同
上

。
十

一
番

、

左
。

O

同
上
。

十
七
番

」
左
コ

0
同

上
、

五
十

二
番

、
左

。
○
第

三
、
秋
部
。

一
番
、
左

。
○
同

上
。
七
番
、
左

。
O

同
上
。
十

五
瑠
、

左

。
○
同

上
。

六
十

五
番

、
左

。
○
第

四
、
'冬
部

。
十

二
番

、
左
。

σ

同
上
。

二
十

六
番

、
.左
。

○

同
上
。

五
十
番

、
左
。
○
第

五
、
雑

部
。

六
番
、
左
。

Q

同

上
。
五
十

六
番

、
左

。

三
冥

+
叢

食

於
望

響

叢

合
の
御
作
の
所
在
位
置
。

(
計
三
首
)
臨

べ

○
第

三
、
秋
部
。

二
十
七

番
、
左

。

○
同

上
。

三
十

七
番
、
左
。

○
第

四
、

多
部
。

三
十
九
番

、
左

。

式

子

丙

親

王

の
場

合

。

、～

、

.

.

三
首

六
十
番

歌
合

に
於
け

ろ
初
度

百
首

の
御
作

の
所
在
位
置

。

(
計

二
十
首
)

○
第

一
、

春
部

。

二
番

、
右
。
○

同
上
。
・争

八
番

、
右

。

○
同
上
。

三
十
番
、

右
。

σ

跡
上
。

三
十
六
番

、

左

。
0
同

上
魅

六
十

二
番

、
左

。
O
同

一6ベ ー



、
上
。

六
十
六
番

、
右

。
0
第

二
、
夏
部
。

二
十
四
番

、
右

。
○

同
上
二
十
九
番
、
.右

.
0

同
王

。

三
十

一
番

、
右
。

○
同
上
。
四

+
三
番

、
右
。
O

向

上
。

四
十

五
番
5

右
。
σ

第

三
、
秋
部
。

二
番

、
右

。
0

同
上
。

二
十
九
番

、
左

。

○
同

上
。

五
十
九
悉
H、
右
。

、
0

同
上
。
索
十

八
番

、
右

。
0

1

第

四

、
冬
部
。

四
番

、
右
。
○
同

上
。

六
+

三
番
、
左

。
○

同
上
。

六
十

八
番
、
右

。
0
第

五
、
雑

部
。
十

六
番
、
左

。
b

同
上
。

四
十

四
番

、
右
。
.

似
上
の
通
り
、
正
治
二
年
め
再
度
の
喜

歌
も
、
"三

百

六

+
番
歌
合
の
葺

套

料
と
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
憲

が
知
り
得
ら
れ

る
。
そ
じ

て
・

こ
の
事
實
も
亦
・
主

百

山ヘ
ボ
番
歌
合

の
序
文

に

「
干

時
聖
暦
庚
申
凍

秋
己
酉

」
込
記
さ
れ

て
ゐ
る
事
と
歌
合

の
臨
容
乏

が

・正

し
く

」
致
す
る
事
を
認
め
さ
せ
な

い
事
實
な

の
で
あ

る
。
・

.

・

・～

正
治

二
年

初
度

の
百
首
歌

は
・

「
後
鳥
朋
院

御
集

」
に

「
正
治

二
年

八
月
御

百
首
。
人

畑
多
詠
レ
之
」

と
も
見

え
る
通
り
・
諸
歌
入
達

た

よ

つ
て
主
と

し
て
八
月
に
提
出

せ
ら
れ
た

も

の
で
あ
る

が
隔
此

の
百
首
歌

の
経
緯

に
就

い
て
は
定
家
め

「
明
月
記
」
に
精

し
く
記
さ
れ
て

り

ゐ
る
。
叢

が
、
薯

な

「
撃

蕪

」
錠

撰

験
」

ノを
記
し
、
六
獲

の
策
動
に
ょ
つ
て
作
者
の
黎

ら
除
外
せ
ら
れ
よ
う
と
し
た

定
家
が
救
は
る
妻

激
し
い
意
見
を
登

し
た
の
も
ピ
め
喜

の
際
の
事
で
あ
つ
た
。
編

義

騨

誇

徳

獅
魍

溺

月
記
」
の
正

治

二
年
七
月
十
五
日
か
ら

九
月

に
わ
た

る
記
録

に
よ
れ
ば
、

正
治

二
年
初
度

の
百
首
歌

に
就

い
て
は
次

の
や
う
な
事
實
が
知
り
得
ら
れ

る

の
で
あ

る
。
す
な
は
ち
、
ビ

の
百
首
歌

の
御
沙
汰

は
正
治

二
年
七
月
十

五
日
頃

に
あ

つ
た
事
、
定
家

抵
こ
の
百
首
歌
を

八
月

二
十
五
日

に

上
皇
に
詠
進
し
て
居
り
、
當
時
、
奮

・
忠
尽

襲

・
轟

・
隆
信

・
師
光

・
甕

・
實
房
憂

成

・
務

管

同
じ
ぐ
詠
進
し
て
ゐ

る
事
、
.定
家
は
八
月

二
十
三
日

二
十
四
日
頃

は
ま
だ
百
首
歌

の
⊥

部
を
制
作
し

つ
つ
あ
り
、

二
十
五
日

の
詠
進

の
鎖
も

二
三
首
改
め

て
ゐ

,

ド

ぼ

る
事
、
定
家

は
九
月

五
日
に
式

壬
内
親

王
及
び
後
京
極
艮
維

の
百
首
歌
を
見

て
ゐ
る
事
、
九
月

に
は
諸
歌

人

の
百
首
歌

に
就

い
て
評

定
が

行

は
れ
た
ら
し

い
事
等

で
あ

る
。
次

に
第

二
度

の
百
首
歌

で
あ
る
が
、
こ

の
百
首
歌

に
就

い
て
は
、

「
明
月
記

」
に
も
何
等
記

し
て
ゐ

る

・

と

こ
ろ
が
無

い
。

「
後
鳥
勿
院
御
集
」
所
牧

の

「
正
治
戴
年
、第

二
度

百
首

」
に
も

「
月
日
未
勘

」
と
注

記
せ
ら

れ

て
ゐ
る
。
た

窒
、
推

維

ヘ

ド

ヘ

コ

へ

の

「
明
日
香
井

和
歌
集

」
所

牧

の

「
後
鳥
朋
院
第

二
度

百
首

」
に
正
治

二
年

の

「
多

日
詠
百
首
懸
製
和
歌

」

で
あ
る
事
を
注
記
し

て
ゐ
る

・三

百

山ハ

十

番

歌

.合
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"人

丈

研

究

第

五

輯

の
が
、
.
こ
の
百
首
歌

の
詠
進

せ
ら
れ
た
時
期
を
窺

ひ
得

る
唯

↓
の
も

の
で
あ
ら

ヲ
。
初
度

の
百
首
歌

に
就

い
で
は
九
月

に
は

い
ま
だ
評
定

.

が
行

は
れ

て
ゐ
た
わ
け
で
あ

る
か
ら
、
當
然
、

こ
の
第

二
度

の
百
首
歌

の
詠
進

せ
ら

れ
た

の
ぼ

冬

に
入

つ
て
か
ら

で
あ
る
と
考

へ
ら
れ

る

の
で
あ
る
。

疋
治

二
年

の
初
度
及
び
第

二
度

ρ
百
首
歌

の
制
作
時
期
が
以
上
の
通
り
で
あ

り
、

か
つ
、

こ
の
二
つ

の
百
首
欲

の
作
品

が
三

ヘ

レ

百
六
十
番
欲
合

の
重
要
な
資

料
を
提
供

し
て
ゐ
た
事
が
先

に
見
た
通
り

で
あ

る
か
a
、

、序

文

に
よ

つ
て
推

定
し
得

る
三
百
六
十
番
歌
合

の

成
立
時
期
と

、
こ

の
歌

合
を
構
成
せ
し

み
て
ゐ
る
作
晶

の
制

作

時

期

と

の
く
ひ
違
ぴ
が

こ
こ
に
も
生
じ

で
來

る
事

に
な
る
。

こ
⑳
-事

實

は
、
三

百
六
十
番
歌
合

に
建

仁
元
年
φ

老
若

五
十
首
歌
合

の
作
品
や
薪
宮
撰
歌
合

の
作
品

が
撰
入
せ
ら
れ

て
ゐ
る
と

い
ふ
事
實

と
相
侯

つ

て
、

三
百
六
十
番
歌

合

の
威
立

が
序
文

の
記
さ
れ
た
時
期
よ
り
は
る
か

に
後

で
あ
'る
事

を

い
よ

い
よ
確
實
な
ら
し

め
る
で
あ
ら

う
。

》、
三
首

六
十
番
歌
合

の
成
立

時
期

の
問
題

に
か
か

は
り
を
持

つ
事
が
ら
と

し
て
は
、
な
ほ
、
別

に
、
こ

の
漱
合

に
お

い
て
作
者
各

の
上

に

記

さ
れ

て
ゐ

る
官
職

ど
と
の
歌

合

に
加

へ
ら
れ
た
作
者
め

生
疫
と
め
問
題
か
ら
、
二

つ
の
事
が

ら
漣
取
り
上
げ
得

る
。

そ

の

一
つ
は
慈
圓

の
問
題

で
あ
る
、

そ
れ
は
、

こ
の
歌
合

に
慈

圓

の
事

を

.「
天
台
座
主
」

と
記
し
て
ゐ
る
が
、
慈
圓
は
正
治
年

中

に
天

台

座
主

に
補

せ
ら
れ

て
は
ゐ
な

か

つ
た
か
ら
で
あ

る
。
慈

園
は
、
建

久
三
年

(
一
一
九

二
年

)
十

マ
月

二
十
九
日
忙

椹
僧
正

に
任

ぜ
ら

れ

　

天
台
座

主

に
補

せ
ら
れ
た

が
、
兄
藤
原
象
實
が
源
通
親

の
勢
力

に
堅
倒

せ
ら

れ
て
建

久
七
年

(
一
一
九
六
年

)
十

㎡
月

二
十
五
日

に
關
白

を
僻

し
糞

の
に
と
も
な

ひ
、
そ

の
翌
二
十
六
日

に
天
台
座
主

・
権
僧
正
を
僻

し
た

。
そ

し

て
、
再
度

天
台
座

主
に
補

せ
ら

れ
た

の
は
建

仁
-

元
年

(
一
二
〇

一
年
)
二
月
夫

日
の
薯

あ
つ
た
。
垂

.謹

禦

覧

さ
う
し
て
見
る
と
三

冥

+
叢

合
に
慈
圓
の
妻

見

台
座

主

」
と
記
し
た

の
は
建
仁
元
年

二
月
十
八
肩
以
後

の
事
と
見
る

の
が
自

然
で
あ
ら

う
。
慈
園
は
正
治

二
年
初
度

の
院
百
首

の
際

に
は

/

「
契

璽

慈
圓
」
と
し
て
名
が
連
ね
ら
墾

ゐ
る
。
聾

購

哨
携

蒙

勲
・「
「
明
月
記
」
覧

釜

、
薔

裟

を
・
正
治
二
年
の

間
は

属

藩

正
L
論

堅

「
僧
疋
御
房
」
請

+
・
「
白
川
璽

御
房
」
の
や
遊

記
し
て
毫

が
・
蓬

仁
元
年
の
三
月
に
な
る
と

「
前
欝

正
」
奪

の
ご
と
ぶ

見
ら
墾

以
外
に
、
弩

き
り
三

肇

L
蒲

宏

や
ぞ

記
レ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
.慈
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側
に
關
す

る
以
上

の
事
實

は
、
ご
二
百
六
十
番
歌
合
が
建

仁
元
年

二
月

十

八
旺
以
後

に
筆

が
加

へ
ら
れ

て
ゐ
る
事
を
示
す

一
つ
の
有
力
な
根

擦
た

る
を
失
は
な

い
で
あ
ら
う
。

次

に
取
り
上
げ

て
よ

い
と
思
は
れ

る
の
は
、
、式

子
内
親

王

の
御
硬
年

の
問
題

で
あ

る
。
三
百
六
十
番
歌
合

の
作
者

は
.、

ゴす

べ

て
、
當
時

生
存
中
の
歌
ん
を
以
て
あ
て
た
や
う
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
式
秀

墾

靖

癖

譲

離

猷
臨

羅

藻

蹴
騒

竪

ゐ
舞

仁
元
年

正
月

二
十

五
日

に
獲
せ
ら
れ

て
ゐ
る
。

こ
の
黙

よ
り
す

る
な
ら
ば

、
三
百
六
十
番
歌
合
は
、
少
く

と
も
建

仁
元
年
正
月

二
十
五
日
以
前

に

作
者

の
人
選

そ

の
他

の
骨
組

が
冊
來

上

つ
て
ゐ
た

と
見

る
の
が
至
當
と

せ
ら
れ

ひ
で
あ
ら
う
。

ー
な

ぼ
、

「
新
古
今
和
歌
集
」
巻
第
㎝九
、
羅
族
歌

の
中
に
、
・

千

五
百
番
歌

合

に

㌃

し
㌧
寛
秋
門
院

丹
後

へ

も

お
ぼ

つ
か
な
都
'に
す

ま
ぬ
都
鳥

こ
.と
問

ふ
ぴ
と

に

い
か
が
答

へ
し

と

い
ふ

の
が
あ

り
、
宅

の

一
首

が
三

百
六
十
番
歌
合
第

五
雑
部

の
十

一
番
右

に
加

へ
ら
れ

て
ゐ
る
事

に
就

い
-て
附
言

し
よ

う
。
若

し
、
ζ

の
詞
書

が
正
し

い
な
ら
ぼ
、
三
百
六
十
番
歌
合

の
中

に
は
建

仁
元
年

六
月
以
後

の
作
品
も
加

へ
ら
れ

て
ゐ
る
事

に
な

る
わ
け
で
あ
・る
。
周

知

の
通
り
、

千

五
百
番
歌

合
は
建

仁
元
年
か
ら

二
年

に
か
け

て
行

は
れ

た
も

の
で
あ
り
、
そ

の
歌
合

の
百
首
歌

に
就

い
セ

は
、
建

仁
元
年

六
月

六
日
及

び
十
,一
日

の

「
明
月
証
」

の
記
事

に
よ

つ
て
、

六
月
十
日
前
後

に
詠
進

せ
ら
れ
'た
も

の
で
あ

る
事
が
知
ら
れ

る
か
ら

で
あ
る

ノ

タ

し
か

し
、

「
新
古
今
和
歌
集

」
の
詞
書

は
誤
り

で
あ
り
、

ζ
の
宜
秋
門
院
丹
後

の
作

は
、
正
治

二
年
初
度

の
百
首
歌
,の
申

に

「
鳥

」
と

い

}

ふ
題

を
以

て
詠
ぜ
ら
れ

て
ゐ
る
も

の
で
あ

つ
て
、
千
五
百
番
歌
合

の
百
首

の
申

に
は
存

在

し
な

い
の
で
あ

る
。

3

、
最
後

に
、

ぴ
る
が

へ
つ
て
、

三
百
六
十
番
歌
合

の
序

丈

に
こ

の
歌
合

の
内
容

に
關
し

て
記

さ
脇
て
ゐ
る
記
述

と
實
際

の
内
容

と
を
比
較

し
て
見

て
、
序
文

の
記

さ
れ
た
時
期
以
外

の
黙

に
實
際

の
内
容

と
矛
盾
す
る
と

こ
ろ
は
な

い
の
で
あ
ら
う
か
。
し
か
し
、
そ

の
鮎
忙

就

い

て
見

る
と
、
歌
合
全
鎧

の
髄
裁

ど
い
ふ
方
面
か
ち
し

て
も
、
選
抜

せ
ら

れ
て
ゐ
る
作
者

と
い
ふ
方
面

か
ら

し
て
も
、
矛
瘡
す
る
と

こ
ろ
は

一二

百

六

十

番

動肌
・
、ム脚

一9一



覧
人

丈

研

`
究

第

五

輯

彊
{
い
や
う

に
思

は
れ
る
。

以
上

に
観

て
來
た

と
こ
ろ

に
よ

つ
て
、
三
百
六
十
番

歌
合

の
成
立
時
期

に
關

し
て
は
、
次

の
や
う

に
考

へ
て
よ

い
か
と
思
倭
れ
.る

の
で

あ
る
α

①
序
文

は
正
治

二
年

八
月

二
十

六
日

に
記

さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。
、

働

こ
の
歌
合

の
完
成

し
た

の
は
建

仁
元
年
三
月

二
十
九
日
以
後

で
あ

る
。

③

こ
の
歌
合

の
包
含
す

る
作
品

が
径

に
見
る
や
う
に
非
常

な
廣
範
園

か
ら

集
げ
ら
れ
た
ポ

の
で
あ
り
・
叡
作
魯

に
劃
す

る
態
度

も
後

に

砲

'

ぬ

、
見

る
や
う

に
か
な
り
周
到
慎
重

で
あ

つ
た
と
見
ら
れ

る
か
ら
、

こ
の
歌

合
は
短
時
臼

の
間

に
成

立
し
濠

も

の
で
あ
る
と
は
考

へ
ら
れ

な

い
。
t
た
が

つ
て
、
正
治

二
年

八
月

二
十
六
日
に
序

文
も
記

さ
れ
、
そ

の
頃

か
ら
は

つ
き
り
し
た
方
針

も
定

め
ら

れ
て
居

り
、
、
一

磨

の
艦
裁

は
正
治

二
年

中
に
整

へ
ら

れ
も
し
た

の
で
あ
ら
う
が
隅
阿
年
申

及
聾び
そ

の
後

に
、
=

薪
古
今
和
歌
集

」

の
成

立
等

に
就

い

て

ご

て
見

ら
れ
る

の
と
同
様

の
切
出

や
切
糠

の
ご
と
き
が
行

は
れ
た
も

の
と
考

ふ
べ
き
で

あ
ら
う
。
特

に
こ
の
歌
合

の
作
者
と
作
者

の
作

品
数
と

の
關
係
等
か
ら
見

る
と

作
者
選
抜

の
方
針

の
び
と
き
は
序
文

の
記

さ
れ
た
當

時
か
ら
確
圃
た
る
も

の
が
あ

つ
た

の
で
は
無

ロ

ノ

タ

か

ら

う

か

と

思

は

れ

る

。

.

「

、

　

ヴ

ズ

㈲

こ
の
歌
合

の
序
文

の
記

さ
れ
た

の
が
爪
月
ゴ
十
六
日
で
あ
り
、
正
治

コ
年
初
度

の
百
首
歌

が
各
歌

人
か
ら
詠
進

せ
ら
れ
た

の
が

二
十

勝

/

ゐ

五
骨
を

中
心
と
し
た
頃

で
あ
り

、
そ

の
百
首
歌

の
申

か
ら
、
上
皇

の
.御
作
を

は
じ

め
非
常
た

多
く

の
作
品

が

こ
の
歌
合

の
中

に
加

へ

ぢ
れ

て
か
る
と

い
ふ
事
實
か
ち

考

へ
合
は
せ

る
と
、

こ

の
歌

合

の
成
立

に
は
正
治

二
年
初
度

の
百
首
歌

が

一
つ
の
重

要
な
契
機

を
な

し
て
ゐ
る
の

で
は
無
か
ら
う
か

と
思

は
れ
る
ゆ
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、二

・
内

容

の

特

殊

性



,
次

に
、
三
百
六
十
番
歌
合

の
内
容

の
特
殊
的

性
格

に
就

い
て
考
察

し

て
見
た
.い
。

ロ

メ

へ

第

一
に
、

こ
め

歌

合

に
は
漢

文

の
序

が
備

へ
ら

れ

て
ゐ

る
事

に
注

目

し

た

い
コ
.
こ

こ
に
、
先

づ
、

こ

の
歌

合

の
持

つ
撰

集

的

性
格

が

あ

き

ら

か

に
認

ぬ
航

れ

る
。
次

に
そ

め

全
文

を

掲

げ

よ

う
。

-

、

、

M
、

夫

和
歌

者

吾

朝

萬
代

之

習

俗

也

。

見

二
形

L
外

之

言

一、

知

二
動

漸
内

之

意

一
、
象

・
天
法

・
地
-。

至

哉

咳

哉

。

花

匂

鳥

音
自
嚢

二
陰

陽

之

氣

一、

春
光

秋

色
暗

含

二
日

月
之

明

一
。
物

皆

有

ヒ
之

。

歌

亦
有

レ
之

。
方

今

擬

二
五
行

一而

次
レ
篇

、

感

二
寒

暑

來

往

之
鷹

律

一、
「
乗

一二

、

年

一而

結

・
番

。

思

二
朝

暮

廻
韓

之

移

τ

時

、
左

右
合

レ
歌

ざ
.慣

二
爾

十

五
番

之

昔

一
、繕

素
定

・
激

、
慕

三
二
十

六

人
芝

風

一、

不

レ判

ゴ
優

劣

一
。
見

者

思

慮
所

レ
好
各

異

。

何

執

一二

偏

一。

抑
重

代

未
三
必
得

二
風

骨

一、
風

骨

未

三
必

依

二
宏
オ

一
、

宏
オ

未

ヨ
必
詠

二
秀

歌

一
。

々

!

・

,

正
治

二
事
欺

々
未

三
必
限

二
名

八

一
。
悉

験

レ
之
者

猫

二
歩
古

今

一。

不

レ
蓑

レ
之

者

五
看
三
得

失

一。

取
捨

義

霞

。

敢

勿

二
是

非

一。

干

レ
時

聖
暦

庚
申

涼

秋

己

酉

記

レ
之

云
爾

。
・

,.

序

ρ
作
者

は

、
」序

の
日目
頭

に

「
夫

和
歌

者
吾

朝

萬
代

之

習

浴
也

。

」

と
記

↓

て
ゐ

る
　が
、

こ
れ

ゆ
ら

「
物

皆

有

・
之

。

歌

亦
有

・
之

。
」

ま

で

は
、

「
古

今

和
歌

集

」
の
紀

淑

望

の
序

の
冒

頭

「
夫

和
歌

者

託

二
其

根

於

心

地

一、

焚

二
其

花

於

詞

林

一者

也

。

人

之
在

レ
世

}
不

レ
能

レ

無

レ
爲

。
思

慮
易

レ
遽

、

哀

樂
相
鍵

。

感

生

二
於

志

一
詠

形

二
於

言

乙

か
ら

「
若

夫

春
鶯

之

購

二
花

中

一、

秋

蝉

之
吟

二
樹
上

一
ρ

難
τ
無

二
曲

ノ

も

折

一
、、

各

震

二
歌

謡

一
。
物

皆

有

レ
之

⑲
自

然

之

理
也

。
」

の
精

紳

を
承
げ

て
ゐ

る
事

が
あ

き
ら

か

で
あ
ら

う
。

又
、
右

の
京

、「
夫

和
歌

者

吾

朝
萬
代
之
習
俗
也
.賎
ゑ

意

想
は
、

「
本
朝
績
轟

暴

第
三
堰

め
ら
れ
て
ゐ
る
湘
驚

士
翻

臣
護

の
問
嘉

蚕

和
の
冒
頭

導
に
見

園
る

「
夫
和
歌
者
志
乏
所
・
之
也
。
心
動

二
於

中
一
、
言
形

二
於
外

一
。
是
以
春
花
開
朝
、
箏

二
濃

艶

「而
賞

翫
b
秋
月
朗

夕
、
望

二
清
光

一

而
詠
吟
。
誠

是

日
域
之
風
雅
、
入
倫
之
師
友
者

也
。」
や
同
じ
く

「
本

朝

績

文

輝

」
巻

第
十

一
に
牧

め
ら
れ

て
ゐ
る
穴
学
頭
孝
言

の
「
納

二

・
和
歌
集
等
於
季
等
院
経
藏

一
記

」
の
冒
頭

に
見

え
る

「
和
歌
者
不
・
開
二
八
萬
十
二
之
教
文

一
、
無
・
載

二
姫

旦
孔
父
之
典
籍

一
、
唯̀
爲
二
日
域
之

風
俗

嚇。
」
・や
更

に
能
因
法
師

の

「
玄

々
集
」

の
序

に
見

え
る

「
和
歌
者
本
朝

之
風
俗
也
。」

や
藤
原
俊
成

の

「
千

載

和

歌
集
」

の
序

に
見

三

百

六

十
圃

番

囲歌

合
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人

文

研

究

第

五

輯

え

る

「
お
ぼ

よ
そ

こ

の

こ
と

わ
ざ

、
わ

が

世

の

風

俗

と

し

て
、

こ
れ

を

好

み
玩

べ
ば

、
名

を

世

々
に
残

し
、

こ
れ

を
攣

び
携

は
ぢ

ざ

る

は
、

面
を

塘

に
し

て
た

て
た

ち
む

が

如

し

。
」
の
ご
と

き

に
う

か

が
は
れ

る
思
想

の
…櫃
承

に
外
な

ら
な

い
。

こ

の
や

う

に
し

て
、

三

百

六
十

◎
番

歌

合

の
序

は
「

冒
頭

に
脱

づ
和

歌

集

撰
定

者

の
氣

構

へ
を
麺

べ
て

ゐ
る

の

で
あ

る
。

次

に
、
序

は

こ

の
歌

合

の
結

構

に
就

い

て

「
方

今
擬

二
五
行

一
而

次

ヒ
篇

、

感

二
寒
暑

來
往

之

鷹

律

}、

乗

二
一
年

一
而
結

・
番

。

思

二
朝

暮

廻
韓

之
移

一
・
時

、

左

右
合

・
歌

。
」
、と

記

し

て
ゐ

る
。

こ
れ

は
、

こ

の
歌

合

が
三

百

六
十
番

で
あ

り

、

春

.
夏

.
秋

.
冬

.
雑

の
五
部

か
ら

成

り
立

つ
て

ゐ

る
事

と

一
致

し

て

ゐ
,る

。

し
か

し
一

こ

こ
は
紀

貫

之

の

「
新

撰
和

歌

」

か
乃

学

ん

で

ゐ
る

と

こ
ろ
が

あ

き
ら

か

に
見

ら

れ

　
ソ

ゑ

ロ

お

る

の
で
あ

つ

て
、

こ
の
事

は
こ
の
歌
,合
の
意
圖

し
た
と

こ
ろ
を

う
か
が

は
し
め
る

に
足
り

る

一
事
實
と
し

て
注
眉

に
値
す

る
。
貫
之

は
、

「
薪
撰
和
歌

」

の
序

に
晒

新
撰
和
歌
三
百

六
+
首

の
撰
歌

精
紳
を
述

べ
る
と
共

に
、

そ

の
配

列

方

法

と
三
百
六
十
首

の
歌
敏

と
に
就

い

'
て
、

「
愛

以
二
春
篇

一配

二
秋
篇

一、
以
二
夏
什

一敵

二
冬

什

「、
r各
相
二
闘
文

一爾
爾
墜
書
焉
。
慶
賀
哀
傷
、
離
別
爵

族
、

懸
歌
雑
歌
之
流

、
各

叉
封
偶
。
総

三
百
六
十
首
。
分
爲
二
四
軸

一。
蓋
取
か
三
百
六
十
日

一、
關
二
於
四
時

一耳
。
」
と
述

べ
、て
ゐ
る
。
三
百
六
十
番
歌

合
が

一
年

の

三
百
六
十
日

に
乗

じ
,て
三
百
六
十
番

と
い
ふ
番
籔
を
選
ん
だ

の
は

「
新

撰
和
歌
」
が

一
年

の
三
百
六
十
日

に
懸

じ

て
三
百
六
十
首
と

い
ふ

歌
数

を
選

ん
だ
と

こ
ろ

に
学
ん
だ

の
に
外
な

ら
な

い
し
、
文

、

三
百
六
十
番

歌
合
が
朝
暮
廻
輻

ど

い
ふ
時

の
移
行

を
思

ひ
合
は
せ

て
左
右

の
.歌

を
合

は
せ
た

の
は
、

、
「
新

撰
和
歌

」
が
春

の
歌

と
秋

の
歌

、
夏

の
歌

と
冬

の
歌
、
慶
賀

の
歌
と
哀
傷

の
歌

、
離

別

の

歌

と
覇
旅

の

歌

、
懸

の
歌

と
雑

の
歌

と
い
ふ
や
う
な
封
偶
的
配
列
左
行

つ
て
ゐ
る
と

こ
ろ

に
学
ん
だ
の

に
外
な

働
な

い
と
思

ふ
。
更

に
三
膏
六
十
番
歌

合

の
序

に

「
至
哉
玄
哉
。
」
と
あ
る

の
は

「
新
撰
和
歌
」
序

に

「
今
所

レ
撰
玄

叉
玄
也
。
」
と
あ

る
と

こ
ろ
か
ら
來

て
ゐ
る
事
も
最
早

う
た
が

ひ
が
無

い
で
あ

お
う
。
三
百

六
十
番
歌
合

が
、
貫

之

の

「
薪
撰
和
歌

」
を

編

纂
し
た
精
神
を

汲
ん
で
な

さ
れ
た
も

の
で
あ

る
事
が

こ
の
や

へ

う
な
黙

か
ら

あ
き
ら
か

に
う
か
が

は
れ

る
の
で
あ

る
が
、

し
た
が

つ

て
、
三
百

六
十
番
歌
合

の
成
立

せ
し
め
ら
れ

る
に
當

つ
て
抱
か
れ

て

げ

ヘ
リ

ゐ
た
抱
負

に
も
燭

れ
得
ら
れ

る
や
う
に
思

ふ
の
で
あ

る
。
貫
之
め

潤
薪
撰
和
歌
L
は
.
醍
醐
天
皇

の
…崩
御

に
よ

つ
て
勅
撰
和
歌
集

の
列

に

一12一



は
加

へ
ら
れ
な

か
つ
た
も

の
で
あ

る
け
れ
ど
も
、

「
古
今
和
歌
集
」

の
勅
撰

が
あ

つ
て
後
、
醍
醐

天
皇
か
ら
貫
之

一
人

に
封

し

て
下

さ
れ

た
和
歌
撰
集

の
勅
命

に
基
づ

沖
て
編

纂
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ

つ
た
。
さ
う
す

る
と
、
そ

の

[
新

撰
和
歌

」
の
精
瀞

を
汲
ん

で
成
立
せ
し
め

ら

れ
た

三
百
六
十
番
歌
合

の
抱
負
も
並

々
な
ら
な

い
も

の
で
あ

つ
た
事
が
推
察
し
得
ら
れ

ゐ
で
あ
ら

う
。
と

こ
ろ

で
、
な
ぼ
先
躍
を
尋
ね

る
と
{

能
因
法
師
が

「
玄

々
集
」
を
著

し
た
精
神

に
も
貫
之

⑫

「
新
撰
和
歌
し

の
精
神
が
影
響

し

て
居

る
。

「
玄

々
集
」

の
序

π
は
、

、

、

、

、

ト

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

気

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ゼ

和
歌
者

。
本
朝
之
風
俗
也
源
流
起

二
於
神
代

一、
雅
詠

盛
二
干
人
世

一
。
是
以
延
喜
御
宇
之
時
、
紀
貫
之

奉

レ
勅

一

玄
之

亦
玄
三
百

六
十

へ首

。

其

外

撰

集

之
家

往

々
有

レ
之

。

今

予

所

レ
撰

者

、

永

延

己

來

寛
徳

以
往

篇

什

也

。

不

レ
知

二
當

時

之
褒

既

[
。

只

憶

二
荷

後

之

消

波

一之

故

也

コ

上
官

二
王
后

一
下
至

二
士
女

一
、
粗

擢

二
其

門
之

上

科

一聯

叙

二
此
道

之

中
興

}
而

巳
。
.

・

転

と
記

さ
れ

て

ゐ

る

の
で
あ

る
。

「
玄

々
集

」

に
就

い

て
は
、
早

く

「
後

拾

遺

和

歌

集

」

の
序

に

「
ま

た

近

く
能

因

法

師

と

い

ふ
者

あ

り

。

心

、
花

の
山

の
跡

を
願

ひ

て
、

言

葉

、
人

に
し
ら

れ

た
り

。
,
わ
が

世

に
あ

ひ
と

し

あ

ひ
た

る
人

の
歌

を

撰

び

て
玄

凌
集

と
名

づ

け
た

り

。
」
＼
.

ノ

ノ

と
述

べ
ら
れ

て
注
且
せ
ら
れ

で
ゐ
る
が
、
右

の

「
玄

々
集

」

の
序
を
見

る
と
、

「
玄
廊
集
」
も
亦
三
百
六
十
番
歌
合

に
影
響
す

る
と

こ
ろ
、

が
あ

つ
た
と
考

へ
ざ

る
を
得
な

い
。
す
な
は
ち
、

「
玄

々
集

」

の
序

に
は
、

「
是

以
延
喜
御
宇
之

時
、
紀
貫
之

奉

レ
勅
、

玄
之
亦
玄

三
百

李

首
。
」
と
あ

る
が
、

こ
れ
は
能
因
法
師
が
、

「
玄

藁

」

を
撰
す

る

に
誉

て
、

癖

撰

和

歌

に
学

ぶ
き

う
が
あ
り
》

薪

撰

和
歌
」

の
精
棘
を
縄
承

し
て
ゐ
る
と

い
ふ
事
を
あ

き
ら
か

に
示
し
た
も

の
で
あ

る
。
又
、

「
玄

々
集
」

の
序

の
曽

頭
は

「
和
歌
者
本
朝
之

、風
俗
也
。
」
で
あ

る
。
三
百
六
十
番
歌

含

の
序

の
冨
頭
が

、「
夫
和
歌
者
吾
朝
萬
代
之
習
俗
也

。
」
で
あ
る

の
は
、
先

に
も
親

た
題
り
多
く

の

先
躍

は
あ
る
に

し

て
も

、

「
玄

々
集
」

の
序

に
最
も
強

X
影
響

せ
ら
れ

て
ゐ
る
も

の
と
見

る

べ
き
で
み

ら
う
◎
さ
う

す
る
と
三

百
六
+
番

翫
合
撰
定

の
精

神
に
は
単

「
玄

々
集

」
が
撰
定
せ
ら

れ
た
際

に
は
た
ら

い
た
精
神
も
亦

ひ
び

い
て
ゐ
る
と
い
は
な
く

て
は
な
ら
な

い
の
で

あ

る
。

こ
の
や
う
に
し
て
、
貫

之

の

「
新

撰
和
歌
」
か
ら
能
因
法
師

の

「
玄

々
集
」

へ
、
そ
,し
で
、
更

に
三

百
六
十
番
歌
合

へ
と

つ
な

が

る
撰
集
編
纂

の
精
神

は
ま

こ
と

に
あ
き
ら

か
な
も

の
が
あ

る
と

い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

三

百

山ハ
、
・才

番

歌

合

一13一



人

～
丈

研

究

・第

五

輯

、

ノ

ノ

次

に
、

三
百
六
十
番
歌

合

の
序

に

「
慣

二
爾
十
五
番
之
昔

一
、
維
素
定

レ
敬
、
慕

二
三
十

六
入
之
風

一
、
不

レ
判

二
優
劣

一
。
」
と
あ

る
と
こ
ろ

に
注
月

せ
し
め
ら

れ
る
。
三
百

六
十
番
歌

合

の
作
者

は
三
十
六
人

で
あ
り
、
勝
負

の
判

は
下
費
れ

て
居
な
"

し
、判

詞
も
無

い
。

「
慣

二
爾

ドミ

ヒ

十
五
番
之
昔

こ

と
い
ふ
の
は
藤
原

公
任

の
撰

で
あ
る
前
後

十
五
番
歌
合

に
な
ら

つ
た
事
を

い
ふ
の
で
あ
ρ
、

「
慕

三
二
十
六
人
之
風

こ

と

い
ふ
の
も
、
同
じ
公
任

の

「
三
十
六
人
撰
]

に
な
.ら
つ
た
も

の
で
あ
る
事

は
あ
き
ち
か
で
あ
ら

う
。

こ

の
公
任

の
前
後
十

五
番
歌

合
と

ヘ

へ

「
三
+

六
人
撰

」
と

は
歌
人
達
か
ら
非
常

に
重

ん
ぜ
ち
れ

て
ゐ
た
も

の
で
あ

つ
て
、

「
後
拾
遺
和
歌

集
」

の
序

に

「
失
納
言
公
任

卿
三
十

跡
み
恥
が
湘

ウ
0
聯

か
を
ぬ

き
出

で

玉
・

こ
れ
か
れ
た

へ
な

る
歌
も

玉
ち
あ
ま
り

五
十
ぢ

を
か
き

い
だ
し
ハ
叉
が
み
か
い

か
9
が

い
0
歌

を
合

せ

て
世
に
傳

へ
た

り
。
」

と
あ
る

の
も

公
任

の
十
五
番
歌
合

と

,「
三
十
方
入
撰

」
と

に
就

い
て
述

べ
た
も

の
で
あ

る
コ
特

に
、

前
後

ノ

な

あ

も

も

十

五
番
歌
合

に
就

い
て
は
、

「
梁
塵
秘
抄

」
巻
第
二

の
今
様

の
中

に
、

「
聞
く

に
お
か

し
澄
和
歌

の
集
は
、
後
撰
古
今
拾
逡
抄

、
新
撰
金

も

も

ヘ

ヘ

へ

も
を

玉
朗
詠
集
、
六
帖
前
後

の
十

五
番

」
と
謡

は
れ

て
ゐ
る
。
し
か
も
、

こ
と

に
前
後

十
五
番
歌
合
を
貫

之

の

「
薪

撰

和

歌

」

の
集
と
共

に

も

ヘ

へ

も

「
聞
く

に
お
か

し
き
和
歌

の
集
」

と
し

て
教

へ
て
丙
る
事

は
前
後

十
五
番
歌
合

の
特
殊
性
を
語

る
も

の
と
し

て
興
味
が
深

い
。
な

ぼ
・、
西

行
鞍
師

の
御
裳
濯
川
歌
合

の
判
詞

の
申

に
、
俊
成
も

「
四
條

大
納
言

公
任
卿
、
さ
ま
ゐ
＼

の
しつ
た

の
道
を

み
が

き
γ
あ
る
は
・
と
夢
み
恥

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

へ

も

へ

ぬ

り

い
つ

義
が
ぴ
の
歌
を
合

は

せ
あ
る
は
三
十
あ
ま
り

六
つ
が
ぴ

の
う
た

を
た

瓦
か
は

し
め
、
九
し
な

の
歌
を

さ
だ
め
た
り
。
」
と
述

べ

て
こ

の
歌
合

の
名
を
墨

げ
て
ゐ
ゐ
。
今
、
,
試

み
に
」
前

十
F五
番
歌
合

犀
加

へ
ら
れ

て
ゐ
る
作
品

に
し

て

、
古
今
和
歌
集
L
以
下

の
勅

撰
和
歌
集

に
入
集
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
を
し
ら
べ
て
見
る
と
、
葺

茸
の
中
二
+
舎

に
及
び
ヤ

A羅

畝
ρこ
「畷
翠

建

粥

曖

+
勅
撰
和

歌
集

に
見
出
だ

さ
れ
な

い
の
は
八
番

の
清
原
元
輔

の
歌

と
九
番

の
藤
原
元
眞

の
歌
と

の
二
首

に
過

ぎ
な
い
。
叉
、
後

十
五
番
歌
合

の
作
品

に
し
で

「
拾
遺
和
歌
薯

以
下
の
勅
撰
和
歌
集
に
入
集
芒

め
ち
れ
話

諭

は
三
+
首
の
中
二
+
四
首
に
及
び
、
麗

匙

派
、
勅
撰

和
歌
集
覧

揖
ぎ

れ
な
い
の
は
四
番
の
助
忠
の
歌
・六
番
の
欝

宰
相
の
歌
と
赤
染
衝
門
の
歌
・七
番
の
嘉
時
の
歌
●
九
番
の
霧

の

歌
・
+
番
の
薩

の
歌
の
奢

に
過
ぎ
な
い
.
鉾

糠

屠

潔

幕

糖

繍

諜

撫

姦

戴
嬢

撃

監

編

雑

繋

蝉

藻

響
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亀

μ

一

み

し

ヒ

.鮮

聴

難

験

諜

暑

袈

雀

以
て
覆

の
+
暑

歌
A・が
他
の
和
灘

と
並
べ
て
珍
重
せ
ら
れ
毒

由
も
了
讐

得
る
で
あ
ら

う
・
議

ザ
緩
廣
講

難
縷
楮
隷

讃
縫

酬
鉾

隷

盤
轄
譲

緊
鶴
麗

叢

齪
獺
矯
環

決
己
と
も
あ
れ
、
こ葵

,十
番
歌

合

の
撰
定
者

が
以
上

の
や
う
な
前
後

十
五
番
歌

合
や

コ
ニ
十
六
人
撰
」

に
な
ら

つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
も
(

こ

の
歌

合

の
撰
集
的
性

の

格

を

更

に
強

め

て
來

る

の
で
あ

る
。

＼

'

、

・

.

,

序

に
於

い
て
v

最
後

に
注

目

せ
ら

れ

る

の
は

、
ど

の
大
歌

合

が
作

品

の
優
劣

の
決

定

を
目

標

と

し
た
も

の
で

は
な

い
と
記

し

て

ゐ
ち
黙

が

で

あ

る
。

優

劣

を
判

じ
な

い
理
由

と

し

て

「
見

者

偲

慮

所

・
好

各
巽

。

何
執

一二

偏

輔
。

抑
重

代
未

三/必
・得

二
風

骨

一。

風

骨

未

三
必

依

二
宏

才

一
。

差
才

末

聾
必
詠

二
秀

歌

一
。

々

欧
未

三
必
限

二
名

人

一
。
悉

験

レ
之

者

猫

二
歩

古

今

一
。

不

レ
験

・
之

者

互
有

二
得
失

一
軌

取
捨

義

匪

。
/
敢

勿
ゴ

是

非

一
」
と

記

し

て

ゐ

る
が
、

こ

こ

に
は
、

作

者

と
作

品

と

に
蘭

す

る
徹
底

し
た
見

解

が

語

ら

れ
ハ

鏡

さ

と
見

識

の
上

に
非

凡
な

も

の
の

あ

る
裏

が

ひ
ら

め
か

ざ
れ

て
み

る

と
同

時
忙

、

こ

こ
＼に
も

亦
」

と

の
歌

合
が

一
つ

の
和
歌

撰

集
を

撰
定

す

る

と

い
ふ
意

圖

の
も

と

に
成
立

.
せ

し

め
ら

れ
た

も

の
ψで
あ

る
事

が
暗

示
せ

ら

れ

て

ゐ

る

と

矯

つ
で

よ

い

で
あ
ら

う

噂

・

'

・

・

.、

'

序

の
内

容
を

以

上

の
や

う

に
検

討

し

て
來

た
事

に
よ

つ

て
、
す

で

に
、

三

百

六

十
番
歌

合

の
撰

集

的
性
格

は

か
な

り

あ

ぎ

ら

か

に
せ
ら

れ

た

と

思

ふ
。
、
し
か
し

、
以

下

、
更

に
、

こ

の
歌

合
自

膣

の
内

容

を
検

討

し

て
行

か
な

く

て
ば
な

ら

な

い
。

こ

の
歌

合

に
就

い

て
次

に
取

り
あ

げ

ら

る

べ
ぎ

は
、

歌

合

と

し

て
有

敏

の
大

き

さ
を

持

つ
と

い
ふ
黙

で
あ
.ら

う
。

、「
新

古

今

和

歌

集
」

、成

立

ま

で

の
歌

合

の
中

で

こ
れ

よ
り

大

き

い
規

模

の
も

の
と

し

て
は
∴

建

仁

元
年

か
ら

二
年

に
か

け

て
行

は

れ
た

、

室
前

絶

後

の
髭

大

さ

と
完
備
し
た
霧

と
を
彗

千
吾

霰

合
が
あ
妙
、
鯛
難

壁
霜

酵

醐
饗

鍵

解

繋

騒
建
久
四
年

(
=

九
三
年
)
に
行
はハ

れ
た
大
歌

合

で
あ
る
六
百
番
歌

合
が
あ

る
。
し
か
し
、

千
五
百
番
歌
合
以
前

の
も

の
と

し
て
は
、
三
百
六
卜
番
[歌
合
は
六
百
番
歌

合

に
次

ぐ
も

の
な

の
で
あ

つ
た
。
、「
新
古
今
和
歌
集
」
以
後

の
歌

合

で

こ
れ
ら

に
比
す

べ
き
大
き
さ
を
持

つ
も

の
で
は
、

南
,朝

五

百

番

歌

合

味
脅

緯

霧

七
暴

歌
合
雛

龍

群
牽

騨

壕

耕
正
廣
三
百
六
+
叢

ム・鯖

蘇
離

賑

の
こ
喜

が
そ
の
名
を
智

れ

哨二

百

六

十
,
番

歌

合

一15一



人

丈

研

究

第
識
五

輯

て
ゐ
乃
。

こ
の
中

、
正
廣

三
百

六
十
番

歌
合
は
因

春
秋

.
夏
冬

.
懸
雑

の
三
部
塗
分

つ
て
あ
り
、
三
百
六
十
番

と

い
ふ
番

数

の
歌
合
と
し

て
は
今
問
題

に
し

で
ゐ
る
三
百

六
十
番
歌

合
と
同
様

で
あ

る
が
、
各
番

の
左
右
を
春

の
歌

と
秋

の
歌

、
夏

の
歌
と
多

の
歌

、
懸

の
歌

と
雑

.

の
歌

と

い
ふ
や
う

に
蜀
偶
的

に
配

列
し

て
ゐ
る
鮎
は

「
薪
撰
和
歌

」

の
様
式
を
そ

の
ま

」
用

ひ

て
ゐ
る

と
考

へ
ら

れ
る
。
す
な

は
ち
、
正
、

廣

三
百
六
十
番
歌

合
は
、
三
百

六
十
番
歌
合

に
な
ら

ふ
と
同
時

に
三
百
六
十
番
歌

合

の
源
を

、な

し
た

「
新
撰
和
歌
」

の
様
式

に
も
な
ら

つ

て
ゐ
る
わ
け

で
あ

る
。

ξ

-
,

.

、

吹

に
、

こ
の
歌
合

に
加

へ
ら
れ

て
ゐ
る
作
品

が
困
各
作
者

の
非
常

に

ぴ
ろ

い
範
園

と
非
常

に
長
い
期
附

と

に
わ
た

惹
も

の
で
あ
る
と

い

ふ
謹

注
目
せ
ら
れ
る
。
今
容
易
に
學
げ
得
る
も
の
の
み
で
も
、
久
安
喜

嘉

瞥

畷

欝

難
二
・
裟

警

叢

い蕪

購
∵

文
治

二
年
二
見
浦
喜

鮒
炉

旙
∵
文
塗

ハ
年
五
書

首
讐

徽

喉
、
・
花
月
喜

輕

針
醸

・建
久
二
隼

題
百
首
箏
ド
矯

南

鑑

夫
喜

肇

甦

略
∵
建
久
四
年
六
百
叢

ム・難

薙

蝋
・婁

法
墾

家
五
吉

額
壽

障
番
.
正
塗

年
初
害

首

・
正
治
二
年
第
二

度

喜

・
治
奎

年
賀
薩

歌
合
無

認

鷺

鰍
鑓

購
鑑

∵

癸

六
年
民
部
卿
家
歌
合
縫

獣

繍
観

、
・建
仁
元
年
老
若
五
+
、

首
歌

合
、・
建

仁
元
年
新
宮
撰
歌

合

の
ご
と
き
に
於

い
て
詠

ま
れ
た
作
が
あ

り
、
叉
、

コ
薪
古
今
和
歌
集

」
,巻
第

八
哀
傷

歌

の
部

に
,
「
前
大

藝

晃

頼
、
春
身
嘉

り
に
け
る
を
、
禁

る
所
に
て
、
と
々

し
て
竪

侍
り
け
る
匹

群

蕪

蟹

と
詞
書
芸

れ
て
あ
る
伶
、

「
蓼

霜

餐

」
巻
筆

慈

歌
五
に

「
文
遣
は
し
け
要

の
、
後

は
返
事
も
芋

侍
書

れ
毬

讐

錐

播
、
と
詞
奪

ら
μ

て
あ

る
作

、

「
玉
葉

和
歌

集

」
＼巻

第

+

七
雑

歌

四

に

「
八

月

の
頃
、

は

ら

か

ら

に
後

れ

て
侍

り

け

る
、

お

な
t

年

の
十
月

、
法

橋

顯
,昭
、

峯

も
う
と
ぞ

な
り
ぬ
と
聞
き
て
つ
か
は
し
け
ゐ
七
謹

誰

藩
、
左
、
と
詞
書
芸

れ
て
あ
る
作
の
こ
ど
き
も
勢

の
で
あ
る
・
か
う

い
ふ
事

を

以

て

し

て
も

撰

集

的

性
格

が

い
か

に

い
ち

じ

る
し
,い
か

が
知
、り
得

ら

れ

る

で
あ
ら

う
。
、
、

・

ノ

ノ

へ

、
次

に
、
こ

の
歌

合

に
加

へ
ら

れ
て
ゐ
る
作
者
が
注
目

せ
ら
虞
る

の
で
あ

つ
て
、
こ
れ
が
相
當
興
味
深

い
澗
懸
を
持

つ
て
ゐ
る
、
先
髄

も

.燭

れ
た
通
り
、

こ
の
歌
合

の
作
者

は
當
時
生
存

の
歌
人
三
十
六
人

で
あ
り
公
任

の
三
十

六

歌

仙

に
な
ら

つ
て
之
ら
ば
れ
た
も

の
で
あ

つ

一16-一



た
。
罪

脳

鑛

漣

臨

嘉

囎

今
、
三
+
六
人
の
葵

鋳

讐

て
見
る
妄

の
や
う
に
灘

。

後

鳥

勿
上
皇

・
左
大

臣

(
良
経
)

・
前

關
白

(
蕪
實

)

・
前
群
院

(
式
子
内

親

王
)

い

天
台
座
主

(
慈
圓

)

・
繹

阿

(
俊
成
)

・

定
家

朝
臣

・
越
前
…
・

隆

信
朝

臣

・
内
大

臣

(
源

通
親
)

・
ト
椹
大
納

言

(
忠

良

)

・
家
隆
朝

臣

・
前
宮
内

卿

(
季

経

)

・
有
家
朝

臣

・
寂

蓮

・
前

中

納

言

(
隆
房
)

・
生
蓮

(
師
光
)
・鴨
長
明

:
小
侍
從

・
丹
後

・
入
道
左
兵
衛
督

(
惟
方
)
・
三
宮

(
惟
睨
親
王
)
・仁
和
寺
宮

(
守
畳

法
親

王
ン

椹
中
納
言

(
無
宗
)
ピ
宮
内

,

卿

・
椹
中
納
言

(
公
懸
)
・
顯
昭

・
雅
経

・
入
道
左
大
臣

(
實
房
)
・
讃
岐

・
畳
盛

・
覗
部
允
盛

・、正
三
位
経
家
卿

ガ
太
皇
太
后
宮
大
夫
.(
季
能
)
・法

印
静
賢

・
砧
盛

・

,

3

-

Q
、

こ
こ

ろ

み

に

こ
れ

を

壬

五
百

番
歌

合

の
作

者

三

十

人

及
び

判
者

十

人

と
比
較

し

て
見

る

に
、

千

五
百

番

歌

合

の
判

者

十
人

(
す

な

は

ち

、

後

鳥

羽

上
皇

・
忠

良

6
通
親

・
季

経

・
顯

昭

・
俊

成

δ
良

輕

・
定

家

・
師

光

・
慈

圓
)

は
す

べ

て
三

百

六
十

番

歌

合

の
作
者

で
あ

り
、

千

五
豫
番

歌
合

の
作
者

に
加

へ
ち

れ

て
ゐ

証

二
百

六

十
番

歌

合

Q
作
者

の
牛

に
見

え
な

い

の
は

、
俊

成

卿

女

・
源

通

具

・
源

通
光

・

源
轟

・
藤
原
公
経

・
藤

保
季

・
源
甕

・
藤

良
奮

分

で
あ
る
が
、
儀

卿
女
麺

難

箋

や

「
讐

今
和
歌
集
」
響

の

天

で
あ
乃
源
登

藷

難

や
源
裏

叢

繁

原
公
経
藷

箏

に
.源
具
親
講

繧

難

期
・・等
の
名
覚

え
老

δ

は
物
畳

な
い
け
れ
ど
も
、
他
の
三
人
は

「
響

今
和
歌
集
」
に
は
三
首
乃
至
二
首
鑛

軽

齢
懸

肇

聖

の
程
度

で
あ
る
か

ら

、

三
百
六
十
番
歌

合

に
は
當

時
の
代
、表
歌
人
は
穴
鎧
加

ぺ
ら
れ

て
ゐ
る
と
見

る
事
が
出
來

る
で
あ
ら
う
。
建

仁
元
年

二
月

に
行
は
れ
た

老
若

五
十
首
歌
合

の
作
者

十
人
、
す
な

は
ち
、
後
鳥
羽
上
皇

・
良
維

・
忠
良

・
慈
圓

・
定
家

・
家
隆

・
寂
蓮

・
雅
経

・
宮
内
局

・
越
前

の

諸
歌

人
は
す

べ
て
こ
の
歌
合

の
作
者

で
あ
る
し
、
建

仁
元
年
七
月
二
十
七
日

に
二
條
殿

に
和
歌
所
が
再
興

ぜ
ら
れ
π
際

に
先
づ
寄

大
と
な

・

つ
た

十

一
人

べ
す
な

は
ち
、
良

経

・
通
親

・
慈
園

・
俊
成
,・
麺

具

・
有
家

・
定
家

・
家
隆

・
維
経

・
具
親

・
寂
蓮

及
伐
後

か
ら
寄
人

に
加

,

入
ら
れ
た
と
い
ふ
三
入
、
す
盗

亀
、
隆
信

・
長
明

毒

能
の
合
計
+
四
ん
龍

調
課

蟻

家
の
中
、
登

ハ
・
其
親

・
籠

を

の
ぞ

い

一

だ
人

々
は

い
つ
れ
も

こ
の
歌

合

の
作
者

と
せ
ち

れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
ー

,

・

、

17

以
上

の
や
う

に
親

て
來

て
、

比
較
的

に
目

ぼ
し

い
歌

人
で

三
百
六
十
番
歌
合

に
加

へ
ら

れ

て
ゐ
な

い
人
物
を
数

へ
あ
げ

る
ど
す

れ
ば
、

一

三

百

六

十

番

歌

合



、、

入

、丈

研

究

第

五

輯

,

げ
り

　

じ

源
通
具

・
峻

成
卿
女

・
藤

原
秀

能

9
源
通
光

・
藤
原
公
維

・
源
具
親

の
ご
と
き
で
あ
ら
ケ
が
、

こ
こ
に

一
態
注
目
せ
ら

る
べ
き

一
畜
實

の

あ

る
事

に
氣

つ
か
し

め
ら
れ
る

。
そ
れ

は
、

こ
れ
ら

の
歌
人
達

の
中
、
公

経
と
具
親
と

を
除

い
た
四
人
ー

-し

か
も
、

「
新

古

今

和

歌

集

」
に
於

い
て
ぽ

い
つ
れ
も
重
き
を
な

し
て
ゐ
る
四
人
1

が
揃

つ
て
土
御
門
家

の
源
通
親

に
關
係

の
あ

つ
た
歌
人

で
あ
る
と

い
ふ
事
實

隻

/

で
あ

る

。

ヘ

へ

も

も

も

へ

源

通
具

内
大
臣
通
親
の
第
二
子
。

へ

も

ヘ

へ

も

俊
成
卿
女

藤
原
俊
成

の
女
。
源
通
具

の
室
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ
し
へ

源

通
光

内
大
臣
通
親

の
第

ミ
子
。

郵

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

　
藤
原
秀
能

秀
宗

の
第

二
子
。
内
大
臣
源
通
親

の
家
人

で
あ

つ
た
人

。

右

の
通

り
で
あ
り
、

こ
れ
ら

の
歌
人
達

は
正
治
二
年

の
再
度

の
百
首
歌

の
際

に
も
作
者

σ
申

に
加

へ
ら

れ
て
に
ゐ
な

い
の
で
あ

る
。

こ

り

の
や
う
な

事

實
は

、

一
懸

へ

三
百

六

十
番
歌

合

の
撰
定

と

い

ふ
事

と
何

等

が

の

關

係

が

あ

り

は

し
な

か

つ
た

か

と

疑
は

し

め
る

で
あ
ら

う
　
　
コ

ア

右
に
就
い
て
・
先
薯

へ
ら
れ
る
事
は
・
右
の
歌
人
淫
が
源
鶉

の
難

鴬

あ
る
と
蒙

漿

ら
通
親
饗

實
及
び
六
條
蚕

禦

左
家

と

い
ふ
政
治
的

・
歌

壇
的
野

立
勢
力

の
問
題
が
關
係

し
て
ゐ
な

い
か
と

い
ふ
事

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

に
就

い
て
は
、

こ

の
歌
合

に
硬
實

の
三
十
三
首

と
並
ん
で
通
親

は
三
十

一
首
と

い
ふ
多
数

の
作
品

を
加

へ
ら
れ

て
ゐ
る
し
、
通
親

の
家
人

で
あ

つ
た
と

い
ふ
關
係

で

き

へ

秀
能

と
同
様

の
立

場

に
あ

つ
た
と
見
ら

れ

る
藤
原
季

経
は
十

二
首

の
作
品
を
加

へ
ら

れ

て
ゐ
る
事
が
知
ら
れ

る
の
で
あ

る
が
、
叉
、
右

の

の

政
治

的
封
立

に
結
合

し

て
蜀

抗
し
た

六
條
家

野

御
子
左
家

と

い
ふ
歌

壇
的
野

立

の
方
面
か
ら
見

て
も
、
御

子
左
家

流

の
俊
成

・
定
家
等
と

共

に
、

六
條
家
流

の
顯

昭

・
季
輕
等
を
も
重

ん
じ

て
ゐ
る

の
で
あ

つ
て
、
三
百
六
十
番
歌
谷

に
通
具

・
俊
成
卿
女

・
通
光

ピ
秀
能

の
名
が

㌔

一

ヤ

見

え
な

い
と

い
ふ
事
を
以

て
、
直
艦

に
以

上

の
や
う
な
政
治

的

・
歌

壇
的
事
情

と
關
係

づ
け

る
と

い
ふ
や
う
な
事

が
不
可
能

で
あ
る
事
を
、
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お

知

り
得

る
。

一
禮

、
通
具

・
通
光

・
秀
能

の
年
齢

を
池

つ
て
見

る
と
、
通
具
は
嘉
蘇

三
年

(
=

ご
、
一七
年
)

に
五
十
七
歳

、
通
光

は
寳
治

二
年

(
一
二
四

八
年

)
に
六
十
二
歳
、
秀

能

は

仁

治
元
年

(
=

一四
〇
年
)

に
五
十
七
歳

で
そ
れ
ぞ
れ
残
し

て
ゐ
る
か
ら
、
建

仁
元
年

ノ

(
一
二
〇

"
年
Ψ

に
は
、
通
具
は
三
十

一
歳
、

通
光
は
十
五
歳

。
秀
能

は
十
八
歳

で
あ

つ
た
わ
け
で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
歌
入

は
い
つ
れ
も
」・

建
仁
元
年
か
ら
同

二
年

に
わ
た

つ
て
催

さ
れ
.た
千
五
百
番
歌
合

の
作
者

に
選

ば
れ

て
は

ゐ
る
が
、

通
具

は
別

と
し

て
、
通
光

・
秀
能

の
二

人

は
未
だ
年
少
者

で
あ
り
、
建
仁
元
年

の
前
年

に
當

る
正
治

二
年

か
ら
計
書

せ
ら
れ
た
三
百
六
十
番
歌
合

に
加

へ
ら

れ

る
程

の
歌

人
的
實

力
が

認

め
ら
れ

る
に
至

つ
て
ゐ
な
か

つ
た

の
だ

と
見

る
の
が
よ

い
か
と
思

ふ
。
通
光
と
秀
能
と
が
正
治

二
年

の
百
首

歌

の
作

者
に
も
加

へ

む

へ

ら

れ

て
ゐ
な

い
の
は
そ

の
故

で
あ
ら
う
。
當
時

の
歌

合
を
検

も

て
見

て
も
、
.通
光
/の
名

が
歌
合

に
あ
ら

は
れ
始

め
る

の
は
建

仁
元
年

の
六

月
頃

に
詠
進

せ
し
め
ら

れ
た

千
五
百
番
歌
合

や
建

仁
二
年

五
月

二
十
六
日

の
'影
供
歌
合

か
ら

で
あ
り
、
秀
能

の
名

が
歌
合

に
あ
ら

は
れ
始

め

る

の
も
千
五
百
番
歌

合
や
同
年

八
月

三
r日

の
影
供
歌

合
か
ら

で
あ
る
。
小
島
吉

雄
博
士
竜
、

「
新
古
今
和
歌

集

の
研
究

績

篇

」
所
牧

ヤ

ノ

「
藤

原
秀
能

と
そ

の
歌
」

と
い
ふ
御
論
考

に
於

い
て
、
秀
能

め
最
初

の
和
歌

は
正
治

二
年

二
月

八
日

の
院

の
當
座
御
會

の
歌

で
あ
り
、
爾

來

、
そ

の
力
量
も
日
と
と
も

に
進
み
、
建
仁
元
年

八
月

三
日

の
影

供
歌
合

や
同
年
八
月

十
五
夜

の
撰
歌

合

の
前
後
か
ら
歌

人
と
し
て
の
地

位

が
高

ま

つ
て
來
た

の
だ
と

い
ふ
事
を
述

べ
て
ゐ
ら
れ
る
。

一
方
、
通
具

の
方

は
、
建
仁
元
年

に
は
既

に
三
十

一
歳

で
あ

つ
た
か
ら
年
少

ノ

ノ

の

者

と

い
ふ
わ
け
に
は
行

か
な

い
。
し
か
し
、
通
具

の
名
が
歌
合

に
あ
ら

は
れ
始

め
る
の
は
建
仁
元
年

=
一月

二
十
九
日

の
新

宮
撰
歌
合

で
あ

る
か
ら

、
や
は
り
、

三
百

六
十
番
歌
合

の
作
者

が
定

め
ら
れ
た
頃
は
未
だ
歌
人
的

地
位

が
事
實

さ
程
高
く

は
認

め
ら
れ

て
ゐ
な
か

つ
た

の

だ

と
す

べ
き
で
あ
ら

う
か
。

又
、
通
具

の
室
俊
成
卿
女

に
し

て
も

、
そ

の
名
が
歌
合

に
あ
ら
は
れ
始

め
る

の
は
千
五
百
番
歌
合

や
同
年

八

月
十

五
夜

の
撰
歌
合
か
ら
な

の
で
あ

る
。
俊
成
卿
女

が
三
百

六
十
番
歌
合

に
加
ぺ
ら
れ
な
か

つ
た

の
も

、
同
様

の
理
由

に
よ
る
も

の
と
見

ら

れ
る

の
で
あ
る
。
、右

の
や
う
な
事

實
は
、

一
面

に
お

い
て
、
薪
古
今

時
代

の
歌
人

と
し

て

「
薪
古

今
和
歌

集
」
申

に
あ

り
て
名

の
聞
え

て
ゐ
る
作
者

の
・甲
に
は
、
建

仁
元
年

の
千
五
百
番
歌
合
百
首

詠
進

の
頃
か
ら
す
ぐ
れ
た
力
量

を
襲
揮

し
始

め
た
作
者
が
相

當

に
あ

つ
た
事

一昌

一日

山ハ

十

悉
隅

一歌

F合
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人

丈

研

究

第

五

輯

を
物
語

る
事
實
と
し

て
も
興
味
深

い
も

の
が
あ

る
。

な
ぼ
.、

三
百

六
十
番
歌
合

の
三
十
六
人

の
歌
人

の
申

に
は
、
當
時

の
す
ぐ
れ
た

歌
人

の
大
方
が
加

へ
ら

れ

て
ゐ
る
と
と
も

に
、

「
新
古

今
和
歌
集
」

に

一
首

の
作
温

も
見
せ
な

か

つ
た
畳

盛

・
砧
盛

・
允
成

の
ご
と
き
や

一
首

の
作
品

し
か
見
せ
な

か

つ
た
季
経

・
惟
方

・
法
印

ド

欝

賢

の
ご
と
き

も
加

へ
ら
れ

て
ゐ
ゐ
。

こ
れ
は
、
一
つ
に
は

「
繕
素

定
レ
敏
」
と

い
ふ
や
う
な
作
者
選
抜

の
態
度

が
さ
う
な

さ
し
め
た

の
で

も
あ
ら
う
が
、

一
つ
に
は
、
歌
壇

が
建
仁
期
と

い
ふ
新

古
今
的
な
も

の
の
絶
頂

に
入

る

一
歩

以
前

に
あ
り
、
さ
う

い
ふ
新

し
い
流
れ

の
申

に
重
な
り
合

つ
て
ゐ
る
古

い
流
れ
も
相
當

に
重
ん
ぜ
ら
れ
.ざ

る
を
得
な
か

つ
た
事

に
も

よ
る

の
で
あ
ら
う
。

叉
、
他
面

、
作
品

の
評
債

と

・
か
作
者

の
位
置

づ
け
と
い
ふ
問

懸

に
は
こ

の
や
う
な
結

果
は
往

タ
に
し

て
見
ら
れ

る

の
で
あ

る
。
定
家

が
そ

の
作
者

の
中

に
加

へ
ら
れ

る

事

の
爲
に
、
俊
成

が
か

の
有
名
な

「
和
字
奏
妖
」
≧ま

で
書

い
た
程

の
正
治

二
年

の
百
首
歌

に
就

い
て
見

て
も
、
例

へ
ば
、
同
百
首
歌

の
作

者

で
あ
る
隆
實

と
い
ふ
歌

人

の
作
品
は

「
新
古

今
和
歌
集

」
の
中
に

一
首

も
見

之
な

い
し
、
季
保

と
い
ふ
歌
人

の
作
品
は

「
新
古

今
和
歌

集
」

の
中

に

一
首
し

か
見

之
な

い
の
'で
あ

る
。・
三
百

六
十
番
歌
合

の
今
問
題

に
し
た
作
者

の
中
、
,季

維
は
博
学
顯
昭

の
弟

、

「
枕

草

紙

註
」
の
蒙

あ
つ
た
外
、
六
條
家
の
有
力
姦

人
と
し
て
千
吾

番
歌
合
の
判
者
に
も
な
つ
て
ゐ
る
し
灘

誰

謄

繍

讐

」
畳
盛
に

依

「
三
士

次

+
八
置

奮

つ
た
し

編

鰍
糠

富

盛
は
歌
合
竃

薩

し
て
ゐ
た
外
、、
「
叢

讐

と
い
ふ
著
も
あ
つ
た
鍮

畷
の

で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
れ

に
も

か
か

は
ら
す

、
p彼
等

の
作
品

の

「
新
古
今
和
歌
集
」

へ
の
入
集
歌
況
は
前
記

の
通
り
な

の
で
あ

る
。

三
百
六
十
番
歌
合

に
於

い
て
最
も
興
昧

が
あ
る

の
は
各
作
者

の
歌
敏

の
問
題

で
あ
ら

う
。

こ
の
歌
合

の
全
歌
激
七
百
二
十
首
を
作
者
別

に
整

理
し

て
見

る
時
、
こ
の
歌
合

の
撰
定
者
が
持

つ
て
ゐ
た
撰
歌
規
準

が
明
瞭

淀
認
め
得
ら
れ

る
事
を
知

る

の
で
あ

る
β
今
n
各
作
者
た

就

い
て
、

そ
の
歌
歎

の
最
も
多

い
方
か
ら
順

次

に
な
ち
.べ
て
示
し

て
見

よ
う
。
但
し
、

と
こ
で
は
、

「
績
群
書
類
從
」
本

を
基
と
し
、
あ

き
ら

か
で
な

い
作
者

は
吹

の
や
う
に
取
扱
ふ
事
と
す

る
。　

、
,

中
イ

ぞ
。
①

秋
部
『
十
四
番
、
右
。

「
績
群
書
類
從

」
本

に

「
構
大
納
言
」

と
せ
ら
れ

て
あ
り
、
山
岸
本

に
。
「
椹
中
納
言

公
」
と

せ
ら
れ

て
あ

る
が
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山
岸
本

に
從

ふ
事
と
す

る
。

・

.

'

・

＼

繹
阿
イ

橿
申
納
言
イ

働
冬

部
、
七

十
二
番
。

「
績
群
書
類
從

」
本

に
、
左

の
作
者

が

「
繹
阿

」
右

の
作
者

が
、

「
椹
中
納
言

」
と
ぜ
ら
れ

て
あ

り
目
山
岸
本

に
、
左

の
作
者
が

「
繹
阿

」
右

の
作
者
が

「
権
中
納
言
公
」

と
せ
ら

れ

て
あ
る
が
、

次

の
理
由

に
よ

つ
て
、

左

の
作
者

を

「
椹
中
納

言
」
右

の
作
者
を

「
繹
阿
」
と
す
る

。
右

の
鰍

「
ひ
と

と
せ
は

一
よ
ば
か
り

の
心
ち
し
て
や
そ
ぢ
あ
ま
り
を
夢

に
み
る
か
な
」

は
、

「
績
古
今
和
歌

集
」
巻
第
六
冬
部

に

「
年

の
暮

に
よ

み
侍

り
け
る
」
と
詞
書

が
附
せ
ら
れ

て

「
皇

太
后
宮
大
夫
俊
成
」

の
作
と
せ
ら

・れ

て
ゐ
る
も

ρ
で
あ
る
か
ら
》
作
者

の

-
繹
阿

」
と
せ
ら
れ

て
あ

る
方

に
從
ふ

べ
き

で
あ
る
。
し
た

が

つ
て
、
左

の

歌

の

作
者
は

「
構

中
納
言
」
と
見

る

の
が
自
然
庵

あ
ら
う
ゆ
な

ぼ
、

こ
の

「
罐
w甲
納
言

」
は
ト
山
岸
本

に
よ
つ
て

「
公
縫

」
と
し

て
取
扱

ふ
。

㈲

秋
部

、
一
「番
、
左
。

「
績
群
書
類
從
」
本

に
も

山
岸
本

に
も
軍

に

「
椹
申
納
言

」
と

の
み
記

さ
れ

て
ゐ
る
か
ら
、
こ
れ

は

「
褻
宗

」

'
で
あ

る
か

「
公
縫

」
で
あ

る
か
あ
き
ち

か

で
な

い
ま
ま
、で
敏

へ
る
事
と
す
る
。

・

右
以
外

は
す

べ
て

「
綾
群
書
類
從

」
本

に
從

ふ
事
と
し
た

い
。
な
ほ
、
こ

の
歌
合

に
作
者

を
誤

つ
て
ゐ
る
と
認
め
ら
れ

る
と

こ
ろ
が
あ

る
が
、

こ
こ
で
は
歌
合
め

記
載

に
從

ふ
。
叉
、
表
た

は
、
「
千
載
ら

「
新
古
今

」
二
集

へ
の
入
集
歌
数
を
も
合

は
せ
示
し

て
参
考
と

し
た
。

但

し
、

二
集

へ
の
入
集
歌
敬

は

「
作
者
部
類
」

に
よ

つ
た

の
で
あ

る
。
,

、

ノ

綾 悪 良 式 後
子 鳥 作

・内 洌

親 上 者

成 圓 経 王 皇

百

三
百
山ハ
十
悉
』歌

合
入
撰
歌
数

.

三
九

.
三
九

三
九

三
九

三
九

六

+

番

歌

合

,、
「
千
載

」
入
集

歌
敷

〇九七八

・
三
六

「
新
古
今
」
入

集
歌
集

三
五

」
四
九

八
〇

九

一

七
三

「
千
載
」

「
新
古
ムこ

二
集
入
集
歌
合
計

三
五

五
八

八
七

九
九

・

一
〇
九
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宮驚 嫌 隆 讃 季雅 師實小 丹鮪 隆 鞭 総 定穂
畳

内∫ 一侍 法

親x
卿 方 盛 畿 宗 房 岐 輕 経 光 房 從 後 昭 家 信 王 親 實 良 家 隆 蓮'

丈

究

第

_轡__-r_______二 ニ ニ'二 三 三 豆 …三 三 三 五

九 〇 〇 只 云 ニ ニ ニ 三 六 六 八 九 三 六 天 六 一 三 四 四 五 六 輯
`叉 叉

ハ ノ、

)㌧ ノ

O一 三 〇 一 五 四 五.〇 六 、六 四 三 三 一 七 九 六 五 五 八 五 七

一 三 冒 一 一 二 ・ 一 一 し四 四 三 ・

五 一 〇 五 二 二 六 一 二 三 四 七 九 二 九 三 五 六 三 五 七 二 九

げ ぬ

一 二 ニ ー 一 一 一 ニ ー 一 一'ニ ー 五 四 四

五 二 三 五 三 七 〇 六 二 九 〇 一 二 五 〇 〇 四 二 八 〇 五 七 宍
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允 都 長 惟 砧 季 経 越

明

●親

歳 賢 明 王 盛 能 家 前

五 五 五 五 七 八 八 九

〇 六 一 〇 三 四 三 〇

○-〇 七 〇 年 二 七

〇 七 〇 七 三 七 五 七

右

に
よ

つ
て
見

ら
れ

も
や
う
な
各
作
者

の
入
撰
歌
敏

は
、
三
百

六
十
番
歌
合

の
撰
定
者

の
周
到
な
用
意

の
も
と

に
撒

敏

の
配

當
が
な

さ

れ
た
も

の
で
あ

る
事
を
物
語

つ
て
ゐ
る
。
ζ

こ
に
は
各
作
者

の
歌
人
と
し

て
の
力
量
を
判
定
し
た
上

で
、
配
當
し
た
歌
数

に
よ

つ
て
各
作

、

者

σ
歌

人
的
位
置

づ
け
を
行

つ
て
ゐ

る
あ

と
が
あ
き
ら
か

に
見

い
だ

さ
れ

る
。
こ
れ

は
和
歌
史

の
上

に
於
'い
で
看

過
せ
ら

れ
が
た

い
事
實

で
あ
ら
う

。
後
鳥
朋
上
皇

・
式

子
内
親

王

・
俊
成

・
慈
園

・
良

維

の
五
歌

八
は
ぐ

第

一
級

の
歌
人

と
し

て
取
扱

は
れ

、

い
つ
れ
も
ひ
と
・し

く
最
高

の
三
十
九
首

と
い
ふ
入
撰
歌
数

で
あ
り
、
,款

い
で
、
寂

蓮

の
三
+
六
首
、
家
隆

の
三
+
五
首
、
定

家

の
三
十
四
首
と

い
ふ
風

に
下

つ
て
ゐ
る
順
簾
は
、
新
古
今
歌

人

の
位
置

づ
け
と
し
て
お
ぼ
む
ね
自
然

で
あ

る

と
い

へ
る
が
、
同
時

に
、
以

上

の
や
う
な
歌

人
が
上
位

鴎

あ

置

か
れ

て
ゐ
る
こ

の
歌
合

の
姿

は
、
む
し
ろ
批
観
と

さ

へ
い
ふ

べ
き
も

の
が
あ

る
。
た

貸
、

「
新
古
今
和
歌

集
」

へ
の
入
集
歌

数
ど

の
比

ヒ

ノ

較

に
よ

つ
て
も
知
り
得
ら

れ

る
通
り
、

三
百
六
十
番
歌

合

に
於

い
て
比
較

的
下
位

の
作
者

で
あ
る
雅
経

・
讃
岐

・
宮
内
卿

・
長

明
と
い
ふ

　

や
う
な
歌
人

が

「
新
古
今
和
歌

集
」
め
方

に
於

い
て
目
立

つ
て
ゐ

る
作
者

で
あ

つ
た
り
、
三
百
六
十
番
歌

合

に
於

い
て
比
較
的

上
位

の
作

者

で
あ

る
に
か
が

ば
ら
す

「
新
古
今
和
歌

集
」

に
於

い
て
極

め

て
微

か
な
存
在

と
な

つ
て
ゐ
る
歌

人
も

少
ぐ
な
か

つ
た
り
す

る

の
は
、

一

　

 

'
つ
に
は
三
百
六
十
餐
歌
合

の
撰
定
以
後
建
仁
元
年
か
ら
同

;
年

に
か

け
て
新
古
今
的
な

も

の
が
最
高
潮

に
達

し
、
新

進
歌

人
の
進
出
も
そ

一二

百

山ハ

十

番
「
勲賦

合

一23一



一人

丈

研

究

・第

五

輯

ノ

ド

と

こ
に
於

い

て
目
ざ
ま
し

い
も

の
が
あ

つ
た
と

い
ふ
事
惰

に
よ
る
の
で
あ
・る
。
し

か
し
、

三
百
六
十
番
歌

合

に
は
、
歌

入

に
樹
す

る

「
千
載

7
和
歌
集
」
時
代
か
ら

の
評
償
も

か
な
り

に
重
ん
ぜ
ら
れ

て
ゐ
る
と
こ
ろ

が
あ
り
、

六
條
家

封
御

子
左
家

の
劉
立
と

い
ふ
歌
壇

的
塞
氣
を
超

越

し

て
ゐ
る
と
こ
ろ
も
あ

る
た

め
に
、
か

へ
つ
て
、
抱
擁

力

の
大

き
い
和
歌
撰
集

と
し

て
、

一
種

の
重

み
を
加

へ
て
ゐ
る
事
も
た
し
か

で

あ
ら

う
。
そ
し

て
、
ざ
う

い
ふ
特
色
を
持
ち

つ
つ
、
建
仁
期

の
歌
壇

的
最
高
潮

ヘ
ギ

や
が

て
、

「
新
古

今
和
歌
集
」

の
、域
立

へ
と

い
ふ
力

強

い
鼓
動
を
響
か
せ

て
ゐ
る

の
が

三
百
六
十
番
歌
合

で
あ

る
と

い

へ
る
で
あ
ら
う
。

最
後

に
、
ご

の
歌
合

の
特
色

の

一
つ
と
し

て
、
各
部

の

一
番

の
左

に
据

ゑ
ら
れ

て
ゐ
る
作
品

が
℃
と

ご
と
く
後
鳥

朋
上
皇

の
櫛
作

で
あ

る
と

い
ふ
裏
實
を
指
摘

し

て
置

か
な
く

て
は
な
ら
な

い
。
・

.

.

.

、

第

一
、
春
部
。

一
番
、
左
っ

御
製

'

・ド

、
曜

り
し
か
と
か
す
め
ろ
空
あ

ど
か
に
ズ
ゆ
条

と
寂
し
け
さ
の
裡

春

ゆ

し

ド

第

ご
、
夏

部

。

一
番
、

左
。

.御
製

、

ド

み
わ
敦

ぜ
ば

な

ご
り

は
し
ば

し
霞

め
ど

も
。春

に
は
あ
ら

ぬ
空

の
あ
け

ぼ

の

第

三
、

秋
部
P

一,番

、
左
9

御

製

秋

や
と
き

し
ぐ
れ

や
お
そ
き

三
室

山
そ

め
ぬ
梢

に
あ
ら

し
ふ
く
な
り

『

第

四
、
冬
部
℃

一
番
、
左

。

御

製

款
く

ろ
ろ
か

ね

の
ひ
び
き
ば
す
渉

は
ら

や

ふ
し
み

の
里

の
冬

の
あ

け
ぼ

の

第

五
、
雑

部
。

一
番
、

左
。

徴

製

・

萬
代

の
す

ゑ
も
に

う
か
に
み

ゅ
う
か
な
み

も
す

そ
凡

の
春

の
あ
け
ぼ

の

右

の

五

首

の
中

、

「
い

グ

し

か

と

」
・
「
秋

く

る

る

」

「
萬

代

の
」

の

三
首

は

正

治

二

年

御

度

百

首

の
中

の
御

作

で

あ

り

・

「
み

わ

た

せ

　

ノ

・ぱ

」

「
秋
や
と
を

」

の
二
首
は
建
仁
元
年

二
月

の
老
若

五
十
首
歌
合

の
中

の
御
作

で
あ
る
が
、
各
部

の
首
歌
が

こ
れ
ら
後
鳥
羽
上
皇

の
御

作

に
よ

り
て
飾

ら
れ

て
ゐ
る
と

い
ふ

事
は
.
先

の
撰
歌
規
準
と
共

に
、

こ

の
歌
合

の
撲
定
者

が
い
か

に
周
到
な
用
意

を
持

つ
て
ゐ
た
か
を

、 一 。24、_



示
し

て
ゐ
る
。
そ
し

て
、

こ

の
事
は
、
又
、
そ

の
撰
定
者

は
、
新
古
今
時
代

が
後
鳥
羽

上
皇
を
主
動
者

と
し

て
最
高
潮

に
高

ま

つ
て
行

き

」
し

な

●

璽

ゾ

ウ
つ
あ

つ
た

時
代
的
室
氣
を

い
か

に
深
く
扱

つ
て
生

き

て
ゐ
た
入
物

で
あ

つ
た
か
を
も
充
分

に
示
し
て
ゐ
濁
と

い
ひ
得
ズ
　
の
で
あ
る
。

.

　

ズ

　

以
上

の
考
察

は
、
序

と
歌
合
自
燈

の
性
格
と

に
わ
た

る
も

の
で
あ

つ
た
が
、

と
れ

に
よ

つ
て
、
,三

百
六
十
番
歌
合
が

い
ち
じ

る
し
く
撰

集
的

牲
格

の
ま
さ

つ
た
も

の
で
あ

る
事
、
、撰
定

者

の
並

々
で
な

い
抱
負

が
う
か
が
は
'れ
る
事
、
そ

こ
か
ら
薪
古

今
時

代

の
最
高
潮

に
近
づ

い
て
ゆ
く
鼓
動

が
力
隆

く
響

い
て
來

る
事
等
を
充
分

に
ゐ
き
ら
か

に
し
得

る

の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思

ふ
。

,

ヨ

作

品

の

位

置

で
は
守
島
百
六
+
番
駄
合
に
撰
入
せ
ち
れ
て
ゐ
る
作
晶
は
い
か
な
る
程
度
の
慰
の
で
あ
つ
た
か
。
そ
れ
を
測
定
す
る
方
法
の

一
つ
と
し

ノ

ヤ

て
、

㍉
ご
に
は
、
、こ
の
歌
合

の
中

に
見

え
る
作
品

で
勅
撰

和
歌
集

の
中

に
も
見
出
だ

し
得
ち
れ

る
も

の
に
就

い
て
調
査

し
た
結
果
を
眺

め

て
見

る
事
と
し
よ
う
。

'

-

乞

私

の
調

査

し
た

と

こ
ろ

に
よ
る
と
、

こ
の
歌
合

の
全
作
品
七
百
二
十
首

の
中
、

「
千
載

和
歌
集

」
及
び
そ
れ
以
後

の
勅
撰
和
歌

集

の
中

に
も
見
崇

し
得
ら
れ
る
も
の
は
百
八
吉

に
の
ぼ
ゐ
。
す
な
は
ち
、
次
の
響

で
象

。

痢
騰

叢

議

黎

罐

譜

擁

鴨

に

〔「
千

載

和

歌

集

」

二
首

'

・

'

-

夏
九
番
左
(夏
、
一
六
九
)
.
肇

番
右
.愁

三
響

澱
藷

購

雛

臨

嘘
鴛

鴛

ろ

「
新

古

今

和
歌

集
」

六
〇

首

・

.

,

"

・
春

蕃

右

(
春

上
・

一
)

・
春

六
番
左

暮

上
、

二
三
)

・
春

+

六
番

右

(
哀
傷
、
七

六
七
)

・
春

+
七
番

左

(
春

上
、

三

噌
)

・
、春

二

+

八

番

准

(
春

上
、
四
五

)
・
春

三
十
番
右

(
春

上
、

五

二
)

・
春

四
十
九

番
左

(
雑

上
、

一
四

六
五
)

・
春

五
十
番

右

(
雑

上
、

一
四

六
六
)
・
春
六
十

ご
番

右

(
審

下
、

=

昌
O
)

・
春

七
十
番
左

(
春

下
、

一
四
七
)
・
夏

五
番

右

(
夏

、

一
八
三
)
.
夏
十

五
番

右

(
夏
、

二

一
〇
)

.
夏

二
十

五
番

左

(
夏
、

、

三

百

山
ハ
・
十

番

…歌

合

、

・

一25_



舳

人

丈

研

究

第

五

輯

'

韓…　藝

欝
灘

…巽
雛
鰹

轟

雑
鑓
藁

W糠㎜攣

灘
ご

四

一
)

・
秋
六
十
番

右

(
秋
下
、
四

三
八
)
・
秋
宍

+

一
番
左

(
秋
下
、

四

四
三
)

・
秋

六

十

五

番
右

(
秋

下
、
五

二
七
)

・.
秋

六
十

八
番
右

(
秋

下
、

四

八

五
)

・
冬

四
番

右

(
秋

下
、
五

三
四

)
・
冬

二
十

二
番
左

(
冬
、

六

一
〇
)

・
郊
二
一
十
五
番
左

(
冬

、
六
〇
四
)

・
冬

三
ナ

五
番
左

(
冬
、

六

八
三
)

・
冬

四
十

一
番

右

(
冬

、
六

七
七
)

・
冬

四
十

八
番

左

(
冬
、

六
五

一
)

・
・
冬

五
十
九
番

左

(
冬
、

六

三
九
)

・
冬
六
十
番
右

(
紳

祇
、

一

八

八
九

・
・
冬
六
十

八
番

右

(
羅
旅

、
九
四

七
)

・
雑
三

番

左

(
赫
砥
」

一
八
九

六
)

・
難
毛

番
右

'
(
雑

中
、

一
六
〇

一
)

3
・雑
十

一
番

右

(
覇
族

、

九
七
七

)
・
難

十

三
番
左

(
轟

旅
、

九

三
三
)

・
雑

十

六
番
左

(
羅
族

.
九

四
八
)
・
雑

二
十

葺
番
右

(
雑

下
、

一
八
四
六
)

・
雑

三
十

一
番

左

(
懸

附
、

=

一
九

九
)

・
雑

三
十

三
番
左

(
懸

四
、

=

二
〇

三
)

・
雑

三
十
九
番
右

(
懸

四
、

一
ご
八
六
)

・
雑

四
十

三
番

右

(
懸

三
、

=

一
二
七
)

・
難

四
十

四
番

右

へ
懸

一
、

一
〇

七
四
)

・
難

四
十

五
番

右

(
懸

五
、

一
.三

八
六

)
・
雑

四
十

六
番
左

(
懸

一
、

一
〇
三
〇
)

・
雑

五
十
番

右

(
雑

上
、

削

ち

サ

五
六

一
)

・
難

五
十

一
番
右

(
雑

下
、

一
七
七
〇
)

.
雑

五
十

三
番
右
'
(
繹
教

、

↓
九

三
四
)

・
雑

五
十
四
番
左

(
雑
下
、

一
七

六
七
)

・
乱雑
五
十

五

、

が

　

番

右

(
雑

中
"

一
六

六

二
)
・
雑
六
十

二
番
左

(
薙

下

、

一
七
八

一
)

・
雑

六
†

二
番

右

(
難
下
、

一
八
四
〇
)
・
難

六
十

五
番
右

(
難

中
、

一
六
六

＼
塚
,

四
)

・
難

山
ハ
十
九
番

右

(
雑
下
、

一
八
Q

五
)

「
薪

勅

撰

和

歌

集

」

.

一
六
首

春
十

五
番

右

(
春

上
、
四

七
む

・
春

二
十

九
番

右

(
春

上

、
四
σ

)

・
春

四
十
番

右

(
春

上
、

七

一
)

・
春

四
十

一
番
左

(
春

上
、
六
九

)

・
春

五
十

・七
番

右

(
春
下

、

一
」
一
二
)

・
夏

三
十

六
番

右

(
夏

、
,
一
六
四
)

。
秋

二
十
六
番

右

(
秋

上
、

二
竃
四
)

・
秋

四
十
番

左

(
秋

下
、

二
九
〇
)

・
、秋

四

十
番

右

(
秋

上
、

二
六

一
)

・
秋

五
十

四
番
右

(
冬
、

麻

三
六
)

・
冬
四
十

一
番

左

(
雑

四
、

一
二
九
八
)

・
冬

四
十

三
番

右

(
冬

洋
四

二
四
)

・
冬

、
四
十
重

番
左

(
羅
族

五

二
〇
)

・
難
十

七
番

左

(
羅
族

、
五

三
六
)

・
難

三
十

四
番

左

(
懸

三
、

八
二
九

)
・
雑

四
十
四
番
左

(
慧

五
、

九

七

二
)

、
「
績

後

撰

和

歌

集

」

.

九

首

、
、

.

・

.

亀

ゆ

サ

つ

春

四
十

五
番

左

(
春

中
、

七
四
)

.
春

五
ナ

六
番
左

(
春

中
、
.
一
〇

四
)

.
春

六
十

二
番
左

(
春

下
、

一
二
八
)

・
・春

六
十
四
番

右

(
養

下
、

一
ヒ

一
)

・
夏

四
十

一
番

左

(
夏
、

一
九

九
)

・
秋
十

六
番

右

(
赦

中
、

三
山
ハ
○
)

・
秋

三
十

六
番
右

(
雑

よ
、

一
〇
六
・九
)

・
雑

五
十
七
番
左

(
鶴
…族

、
,

'

夢

-

一
耳

一
〇
)

。
雑

五
十
九
番
[宏

(
雑

中
、

一
一
八
五
)



「
綾
古

今
和
歌
集
」

二

夙
首

　

一
四

七
)

・
夏

三
十

ご
番

右

(
夏

、

二
四
九

)

・夏

五
十

一
番

右

(
夏

、
'二
七

三
)

・
∴

春
　四

十
四
番
左

(
春

下
、
犠
一
一
一
)

.
春

六
十

六
番

右

ハ
春

下
、

昊

+
糞

(夏
、
二
老
八
)
鶴

難

譲

が
謄

穰

譲

欝

鞠

馨

鍼

髪

黎

鑓

礪
麺

監

脇

中
栽

四
+
蕃

右
(埜

三
四
七
)
癩

蒜

か
契

諒

黎

雛

痢魏
蔀

潴

蠣

饗

劉

秋
五
+
五
番
左
(
埜

、
三
七
九
)
・
秋
六
+
三
番
左
(
禁

・
五
一

七
)

.
峯
十
番

右

(
冬

、
五
六
〇

)
.
冬

十

山
番
右

(
覇
族

、
九

一
一
)

・冬

三
十

二
番

右

(
覇
族

,
九

四
八
)

・
冬

三
十

八
番

右

(
冬

、

六
五
四
)

・

釜

+
二
番
奏

て
六
八
九
)
錫
誘
審

烈
噸

　騒

麓
」確
「無

臨
糞
蟹

譜

急
鵡
醸

創
翻

雛

蟻
毎

↓
欝

卑

簾

饗

・
雑
四
番
左
(紳
概
、
七
二
へ
)
、、
甑

解

騨

踊
謙

雛

癒

諜

器

煮

勧
%
が
、
・雑
九
番
右
(
鑑

、
八
六
二
)
・雑

+
蕃

斉

震

、
九
三
四
呈

薙
二
+
蕃

右

(

な

轍懸
一
、
・九
六
七
)
・
雑
二
+
九
番
右

(攣

、
九
六
六
)
簾

砧
鶴

臨

灘

綱
肇

譲

懲

㌫

綴

齢
辟

蓋

離

嘉

畢

難
一雷

蓉

(慧
二
、
二

三

)
・
雑
三
実

糞

(
整

、
三

六
八
)
・
欝

+
番
右
(
懸

.一
、

山

〇

五

〇

)

.

`

「
績

拾

遺

和

歌

集

」

・

九

首

撃

「

'

ー

春
西

十

二
番

右

(
春
下
、

七

五
)

・
夏

五
十

八
番

右

(
夏
、
ノ
ニ
〇
四
)

・
秋

三
十

七
番
右

(
秋
下
、

三
二
七
)

・
秋

三
十

八
番
左

(
駄

下
、

三
二
二
)
.・

、

秋

四
十

一
番
左

(
冬
、

四

一
二
)

・
冬

四
十

六
番
左

(
冬
、

四
二
〇
)

・
冬

六
十
番

左

(
紳
舐
、

一
四

三
九
)

・冬

六
十

三
番
右

(
冬
、
四

ご
四
)

・

雑

二

+

二

播

左

憲

一
、

圭

ハ
九

)

、

.

`

・

.

＼

:

・

、

「
新

後

撰

和

歌

集

」

'

一

咽
首

〆

"

,

套

+
窪

(
春
上
・
四

一
)
・
喬

実

番
左

(
春
ト
・
全

)
萩

直

番
左

(
秋
下
・
言一
ん
三
)
・
養

番
左
、(
雑
申
・

一
三
ム

畝
い

撃

番

左

(
覇
族

、

五
八
三
)
・
雑

二
十

四
番
右

(
懲

三
、

一
σ

二
五
)

・
雑

三
十
番

右

(
懸

三

、

一
〇

四

五
)

・
雑

四
十
番

左

(
懸

一
、

八
二

五
)

津
雑

四
十
げ八
滑
惰

(
慧
'六
、

一

一
七
九
)

.
灘

五
十

汎
番
右

(
難

中
、
買
一
四

一
〇
)

9
難

七
十

ご
番
右

(
繹
敷

、
六

三
四
)

一

「
玉

葉

和

歌

集

」

一
五
首

・

ヒ

27一

春

二
+

一
番

右

(
春

上
、

五
八
)

・
春

三
十

一
番

右

(
春

上
、

一
〇
三
)

・
春

五
十

六
番

右

(
春

下
、

二

二
〇
)
・
夏
十
番
右

(
夏

、

三
四
七
)

・
夏

三

百

山ハ

十

番

搬
・

合



人

丈

研

究

亀

'
第

五

馨

二
十
六
番
左
八

夏
三
七
二
)
・
夏
六
十
三
番
差

(
夏
、

四
二
六
)
・
秋

二
十
七
番
差

(
秋
下
、

六
九
九
)
・
秋

二
十

九

番

右

(
秋

下
、

六
七

一
)

臨

騰

誰

編

堕

論

難

竪

騒

唱

臨
継
馨

齢

篠

税
・
董

・四
糞

(埜

、
五
δ

)
萩

五
+
允
番
右
(埜

五
七

八
)

・
私

六
十

二
番
左

(
秋

上
、

五
五
〇
)

・
冬

四
番

左

(
冬
、

八
八
〇
)
・
冬

十
六
番

右

(
冬
、

八
五
山ハ
)
、・
冬

五
十
番
右

ハ
久
岬、

・九

一
六
)

・
動雑

三
十
七
番
左

(
雑

四

、
二

三
二
〇
)

「
績

千

載

和

歌

集
」

・

}
首

春

五
十

ご
番

左

(
春

下
、

一
一
二
)

.

「
績

後

拾
遺

和
歌

集

」

五

首

夏
四
十
三
番
右
'(
覇
族
、
五
五
九
)
・
秋

四

十

九

番
左

(
秋
下
,
三
七
九
)
・
冬
六
十
四
番
右

(
冬
、
四
六
九
)
・
雑

六
番
右

(
難
上
、
九
七
〇
)

こ
の
歌

の
作
者
、
歌
合
に
は
仁
和
寺
宮

(
守
畳
法
親
王
)
と
な

つ
て

ゐ
う
が
、

「
綴
後
拾
遣
」
に
は
入
道

二
品
親

王
畳
性
と
な

つ
て
ゐ
ろ
。

い
つ
れ
も

仁
和
寺
に
入
ら
れ
六
方
で
あ
ろ
。
こ

の
一
首
は

「
北
院
御
室
御
集

」
に
も

「
出
襯
集
」
に
{
見
當
ら
な

い
の
で
、
今
は

い
つ
れ
φ
宮
の
御
作

と
も
決
定

轟

慈

馨

毅

露

囎
」
ガ

四
+
二
番
嘘
h
懸
二
、
毛
二
電
)

「
風
雅
和
歌
集
」

『
○
首

巻
手
糞

(春
上
、
ぎ

)
・
喬

克

番
右
(雫

、
璽

ハ九
轟

鰍
解

騨

講

禁

暁
繋

獅
胱
匙

慈
驚

灘

楓

離

象

鯵

婆

慰

氣
隣

編

馨

窺

髭

婆

娠
雑

讐
拷
鷺

鴛

鎌

朧
奮

蕩
鶴

峠
潔
嘘

豹
嫁
・
夏
二
+
四
番
右

^
夏
、

三
二
三

)
・
夏
四
十

五
番

右

(
夏

、

三
九

一
)

.
夏

六
十
番

右

,(
夏

、
四

二
七
)
・
秋

二
十

五
番

左

(
秋
中
、

五

八
七
)

・
冬

三

十

九

番

左

、(条

八
♀

)
・
冬
李

三
番
奏

「
夫

九
)
・
繋

+
七
蓉

(摯

、、
天

璽
ハ)
誘

需

霧

醸

謙

鵯

鵬

薦
羅

馨

謄

無

齢

縁

雛

鍵

嬢

犠

縞

蕪

が

慣
羅

舗

弘
∵

雑
六
+
轟

左
(雑
中
、
ぬ
七
五
九
)

「
新

千
載

和

歌

集

」

四

首

.

・

、

,

春

三
十
九
番

左

(
春

下
h

一

=

一
)

・
冬

三
十

二
番
左

(
灘

放
、

八

一
八
)

・
雑

二
十
番
右

(
懸

一
、

一
〇
六

二
)

二
雑
四
十

二
番
右

(
懸
二

、

一
〇

三
四
γ

・

、

「
新
拾
遺
和
歌
集
」

三
首

■・・一・・t28一



夏

五
善

交

懸

三
、
工

五
六
)
・
雑
三
+
二
番
左

(
懸
五
馬

一
三
七
七
)
・
難
三
+
轟

右

(
懸
二
、

δ

奎

)

「
薪

後

拾
遺

和

歌

集

」

二
首

〆

`

'

.

呂

冬
五
十
九
番
右

(
薙
秋
、
七
九

二
)
・
冬
薄
十

一
番
左

(
覇
旅
、
九

二
宍
)

ノ

　

「
新

績

古

今

和

歌

集

」

・一
二
首

、

.

、

、
,夏
五
番
左
(塁

三
九
)
場

誰

鷲

、「難

鑑

襖

姫
難

霧

難

鵬

臨

蘇

ρ
嬢

辮

雛

搬

謙

欝

壕

準

夏
九
番

右

(
夏

二
六
九
)

・
秋

四
番

右

(
秋

上
、

三
八
〇

)
・
秋

六
番

右

(
秋

上
、

三
八
六
)

・
秋

七
番

右

(
難

上
、

、一
七

五

一
〉
・
秋

三

十

七

番

左

(
秋

一

-
下
、
五
四
九
)
・
秋
四
+
八
番
左

(
秋
上
、
四
一
三
)
占

久
三

+
番
右

冬

、
六

晃

)
・
冬
、
六
+
七
番
右

(
雑

上
、

一
究

悉

.撃

番
右
羅

熱

額

五郷

輻
騨
錘

麺

ボ
鞭
舞

右の難

い獣

て分
墾
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て髪

次
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る
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第
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輯二
二

≡ld。1。LLI。L

冥
一

三
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一

三

一

五
六

一

天
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一

σ
一

〇

O. 三 一

}

一

ふ

日

〇

-

0

三

一

五

一

一

五

一

や

二

一

三

一

〇

一

、

手

}

、

○

一

一

一

』

一

ご

一

二

一

二

一

〇 三

一

ρ

一

二 三
}

五

○ 、一

一

〇!二

も

二 三

、

四 δ

一

、

一

一

蓋

r-30-ta一

ヤ

メ

　

・

右

に
示
し
た
勅
撰
和
歌
集

入
集
歌
二

覧
に
よ

つ
て
あ
き
ら
か

で
あ
る
や
う

に
、
勅

撰

和

歌

集
入
集
歌
め
総
計

は
百
八
十
首

で
あ
る
か

ら
、
三
百
六
十
番
歌
合

の
全
歌

敏
七

百
二
十
首

の
中
少
く
と
も
そ

の
四
分

の

一
は
中
世

の
勅
撰
和
歌
集

に
入
集
せ

し
め
ら
れ
得

る
程
度

の

作
品

で
あ

り
た
と

い
ふ
事

に
な
る
が
、
,叉
、
各
部

の
歌

の
勅
撰

和
歌
集

入
集
駄
況

は
、
春
三
十

一
首
、
夏

二
十
六
首
、

秋
三
十

六
首

、
多

オ

三
十

一
首

、
雑

五
十
六
首

ム

い
ふ

の
で
あ
る
か
ら
、
各
部
共

に
す
ぐ
れ
た
作
品
を
相
當
た
充
實

せ
し
ぬ

て
ゐ
る
と

い
ふ
事

迄
な

る
。
特

に

・

雑
の
蔀
は
百
四
+
署

の
中
五
士

舎

が
勅
籍

歌
藥
矢

集
せ
ル
め
ち
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
充
實
ず

で
あ
る
.
叉
、
最
も
多
く
の
作
・叩

が
入
集

せ
し
め
ら
れ

て
ゐ
る
勅
撰

和
歌
集

は

「
薪
古

今
和
歌
集

」
で
、
實

に
六
十
首

に
の
ぼ
る
と
い
ふ
事
は
、

こ

の
歌
合

の
作
品
が
新
古

の

ぎ

し

今
時
代
め
も

の
と

し
て
い
か

に
充
實
七

て
ゐ
る
か
を
物
語

つ
て
ゐ
届
と
い
み

べ
き
で
あ
ら
う
。
千
五
膏
番
歌
合

の
作
品

三
千
首

の
申
か
ら

 「響

今
和
歌
集
」
矢

集
芒

め
需

て
ゐ
る
の
は
八
+
言

で
あ
る
舗

舞

漏

臨

繹

犠

畷
蟻

が
、
そ
馨

三
莫

+
番



歌
合

の
歌

の
入
集

比
傘

に
ば
遙
か

に
及

ば
な

い
の
で
あ

る
。

、

,

な

ほ
、

「
千
載

和
歌
集

」
'に
入
集

せ
し

め
ら
れ

て
ゐ
る
作
品

が
二
首

に
過
ぎ
な

喚
め
は
、

こ

の
歌
合
が

「
千
載

和
歌
集

」
及
び
そ
れ
以

セ

へ
ま

　
も
し

ボ

前

の
勅
饗
和
歌
集

に
入
集

せ
し

め
ら
れ

て
ゐ
な

い
作
品
を
以

て
構
成
せ
ら
れ

る
事
が
意
圖
せ
ら

れ
た
が
ら

で
あ

る
と
解
す

べ
き

で
あ
ら
う

夏

の
部

、
九
番
、
左

に
加

へ
ら
れ

て
ゐ
る
前
關
白

(
験
實
)

の
歌

、

、
、

五
月
雨

に
ぬ
れ
ぬ
れ
ひ
か
む
菖
蒲
草

ぬ
ま

の
い
は

が
き
浪
も

に
そ

宅
せ

は
、「
千
載

和
歌
集
」
夏
歌

の
部

に
見
え

る
も

の
で
あ
り
、
秋

の
部
、
七
十
番

、
右

に
砧
盛

の
作
と
し

て
加

へ
ら
れ

て
ゐ
る
歌
、

衣
う

つ
音

を
き
ぐ

に
そ
し
ら
れ
け

る
里
と
ぼ

か
ら

ぬ
草
枕
と
は

㌃

は
同
じ
忘

譲

和
歌
集
叙

歌
下
の
部
覧

え
渇
も
の
で
あ
る
羅

楓

藁

寂

篭

、ざ

恐
ぞ

、
こ
の
歌
合
の
鍵

者
の
注

意

が
及
ば
な
か
つ

た
故

の
誤
り

で
あ
ら

う
。

四

新

古

今

和

歌

集

と

の
關

係

先

に
見
た
通
レ
、
三
百
六
十
番
歌
合

に
加

へ
ら
れ

て
ゐ
る
作
品

で

「
新
吉
今

和
歌
集

」
に
入
集

せ
し
め
ら
れ

て
ゐ
る
も

の
は
六
十
首

と

い
ふ
多
籔

に
め

ぼ

つ
て
ゐ
る
が
、
そ

の
申
か
ら
佳
品
を
抄
録

し

て
見
よ
う
。
.

み
吉
野
は
山
も
か
す
み
て
皇

の
ふ
り
に
し
里
に
春
は
來
に
け
壌

雄

齢

禦

室
は
な
ぼ
霞
み
竜
や
ら
す
風
さ
え
て
雪
げ
に
曇
る
春
の
夜
の
且

梅
が
香
に
昔
を
と
へ
ば
春
の
月
見

へ
ぬ
か
げ
そ
袖
に
う
つ
れ
る
諮

襲

瑠

な
が
め
つ
る
け
ふ
響

に
な
り
ぬ
と
も
軒
端
の
梅
は
わ
れ
を
忘
る
な

山
た
か

み
嶺
ゐ

嵐

に
散

る
花

の
月

に
あ
ま
ぎ

る
あ
げ
が
た
、の
室

三

一日

山
ハ

十

謡否

一歌

合

二 式 家 良 良

條 子 ・
院 内
讃 親 ・
岐 王 隆 輕 維

一31一



人

丈

研

究

第

五

輯

吉
野
山
花

の
ふ
る
里
跡
た
え
て
む
な
し
き
枝

に
春
風
ぞ
吹
く

わ
が
心

い
か

に
せ
よ
と

て
ぼ
と

と
ぎ
す
雲
間

の
月
φ

か
げ

に
鳴
ぐ

ら
む

雨
そ

へそ
ぐ
花
橘

に
風
過

ぎ

て
山
ほ
と
と
ぎ
す
雲

に
な
く

な
り

か

へ
り

こ
ぬ
昔
を
今

と
思
ひ
ね

の
夢

の
枕

に
に
ほ
ふ
た
ち
ば

な

誰
か
ま
た
花

橘

に
お
も

ひ
出

で
む
わ

れ
も

昔

の
人
と
な
り
な

ば

夏
刈

の
葦

の
か
り

ね
も
あ

は
れ
な
つ
玉
佐

の
月

の
あ

け
が
た

の
塞

う
た
た

ね

の
朝

け

の
袖

に
か
は
る
な
り
な
ら

す
島

の
秋

の
初
風
,

見
わ
た
せ
ぱ
花
む
も

み
ち
も
な
か
り
け
り
浦

の
苫
屋

の
秋

の
夕
暮

、

み
け
ゆ
か
ば
煙
も
あ
ら
じ
璽

が
ま

の
づ
ら

み
な

は

て
そ
秋

の
夜

の
月

'

な

が
め
わ
び
ぬ
秋

よ
り
ほ
か

の
宿
も

が
な
野

に
も
山

に
も
月

や
す
む
ら
む

　

ノ

ね

レ

桐

の
葉
も

ふ
み
分

け
難
く
な
り

に
け
り
か
な
ら
,す
人
を
待

つ
と
な

け
れ
ど

影
と
め
し
露
の
や
ど
り
を
思
給

で
て
擢

あ
と
問
ふ
攣

生
の
月
讃

脇

轟

篤

秋

ρ
色
を

は
ら

ひ
は

て
て
や
久
方

の
弼

の
か
つ
ら

に
木
が
ら
し

の
風

・
雪
降
れ
ば
嶺

の
ま
さ
か
木
埋
れ

て
月

に
み
が
け

る
天

の
香
具
山

志
賀

の
浦

や
遠
ざ
か
り
ゆ
く
浪
間

よ
り

こ
ぼ
り

て
出

つ
る
有
明

の
月

月

さ
ゆ
ゐ
み
た
ら

レ
川

に
影
見

之
て
水

に
摺
れ

る
山
あ

ゐ

の
袖

和
歌

の
浦

を
松

の
葉

こ
し
に
眺

む
れ
ば
梢

に
よ
す

る
あ
ま

の
釣
舟

、

立
ち
か

へ
り

ま
た
も
來

て
見
む
松
島

や
を
じ

ま
の
苫

屋
波

に
あ
ら
す
な

俊 寂 俊 家 俊 雅 雅 弐 式 慈 定 式 俊 俊 式 俊 俊 良
,子 子 子 子『 顯 鑛 窺 ・

成 薄 成 隆 球 輕 経 王 王 園 案 王 威 威 王 成 成 維
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松
が
ね

の
を
じ

ま
が
磯

の
小
夜
祝

い
た
く
な
濡
れ
そ
蛋

の
袖

か
は

世

の
中
を
思
ひ

つ
ら

ね
て
な

が
む
れ
ば
む
な
し
き
室

に
き
ゆ
る
白
雲

,
忘

れ
じ

の
言

の
葉

い
か

に
な
り

に
け
む
頼

め
し
暮

は
秋
風

ぞ
吹
く

あ
と
た
え
て
淺
茅

が
末

に
な
り

に
け
り
頼

め
し
宿

の
庭

の
白
露

つ
ら
き
を
も

恨
み
ぬ

わ
れ

に
な
ら

ふ
な
よ
う
ぎ
身

を
知
ら
ぬ
人
も

こ
そ
あ
れ

逢

ふ
と
見

て
裏
ぞ

と
ゐ
な

く
あ
け
に
け
り

は
か
な
め

夢

の
忘

れ
が
た

み
や

わ
が
懸
億

松
を
し
ぐ

れ

の
染
め
か
ね

て
眞

葛
が
原

に
風
騒

ぐ
な
り

極
樂

へ
ま

だ
わ
が
心
ゆ
き

つ
か
す

ひ
つ
じ

の
あ
ゆ

み
し
ば

し
と
ど
ま
れ

し

き
み
つ
む
山
路

の
露

に
濡
れ

に
け
り
曉

お
き

の
墨

ぞ
め

の
袖

竹

の
葉

に
風
吹
き

よ
わ
る
夕
暮

の
も

の
の
あ

は
れ
は
秋
と
し
も
な
し

式
子
内
親
王

俊

成

宜
秋
門
院
丹
後

二
條
院
讃
岐

宮 小 慈 慈 家 小

内 侍 侍

卿 從 園 園 隆 從

 

以
上

の
や
う
な
作
品
が

「
薪
古
今
和
歌
集
」
.に
お
い
て
い
か
に
新

古
今
的
な
も

の
で
あ
る
か
ば
多
言
を
要
し
な

い
で
透
ら
う
。
こ

の
や

う
な
佳
品

を
集
め
得
た
撰
定
者

は
、
先

に
観

得
た

や
う
な
薪
欝

歌
人

に
劉
す

る
抱
擁
力

の
大
き
さ
と
同
時
に
、
新
古
今
的
な

世
界
を
深
く

鋭
く
生

き
て
ゐ
た
非

凡
さ
を
も
感
ぜ
し
め
な

い
で
は
措

か
な

い
。

・

可

、

、

-

し
か
し
、
更

に
注
目
せ
ら

る
べ
き
は
、
吹

の
や
う
,な
黙

で
も
、

三
百
六
十
番

歌
合
が

「
新
古
今
和
歌
集
」
と
淺
く
な

い
關
係

に
あ

つ
た

事
を

思
は
し
め
る
と

い
ふ
事

で
あ

る
。

三
百
六
十
悉
桝歌

合

の
第

一
、
春
部

、

一
番

の
組

合
は
せ
は
、

左

御

製

い
つ
し
か
と
か
す

め
る
室
も

の
ど
か

に
て
ゆ
く
末
と
ぼ

し
け
さ
の
初
春

三

百

山ハ

十

番

歌

合

一33一



人

丈

研

究

第

五

輯

右

　

・

左

大

臣

み
よ

し
野

の
山

も

か

す

み

て
、し

ら

雲

の
ふ
り

に

し
里

に
春

は
ぎ

に
け
り

、

で
あ
る
。
し
か
歪

、
左
大
臣
良
維
の

「
み
よ
し
野
の
」
融

詩

h
鋸

齢

そ
の
歌
は

「
誓

今
和
歌
集
」

に
嶺

て
も
畿

の
歌
と

な

つ
て
ゐ
る
。

又
、

三
百
六
十
番
歌
合

に
お

け
る
作
品

の
配
列
と

「
薪
古

今
和
歌
集
」

に
お
け
る
そ
れ
と

の
間

に
箪
な

る
偶
然

の
.暗
合
と
は
認

め
難

い

近
鰭

が
あ
る
奢

見
の
が
露

な
い
。
す
な
は
ち
、
控

示
す
誉

で
あ
る
嘉

購
難

鞠

硝
繋

隊
蜘
霧

響

喉

.

O
春
部
、
工
十
八
番
右

(
春
上
、
四

五
)

.
春
部
・

三
+
八
雲

(
春
上
、

五
二
)

0
春
部
、
四
十
九
番
左

(
雑
上
、

一
四
六
五
)

'春
部
、
五
十
番
右

(
曲雑
上
、

一
四
山ハ
山ハ
)

0
夏
部
、
ご
十
九
番
右

(
夏
、

二
四
〇
)

夏
部
、
三
+
番
右

(
夏
、

二
三
八
)

夏
部
、
三
十

二
番
左

(
夏
『

ご
四

M
)

0
秋
部
、
六
十
番
右

(
秋
下
八

四
三
八
)

、

秋
部
、
六
十

,一
番
左

(
秋
下
、
四
四
三
)

σ
難
部
、
三
十

一
番
左

(
懸
四
、

一
二
九
九
)

雑
部
、

三
十
三
番
左

(
懸
四
、

一
三
〇
三
)

風

巻

景

次
郎

先

生

は
、

「
新

古
今

時
代

」
所

牧

の
御

論
考

「
新

古
今

集

編

纂

に
は
た

ら

い
た
意

識

」

に
お

い

て
、

「
薪

古

今

和

歌

集

」

ぬ

撰
定

の
際

に
作
品

の
配
列

と

い
ふ
事

に
い
か

に
周
到
な
注
意

と
繊
細
な
感
畳

と
が

は
た
ら

か
さ
れ
た
か
を
あ
き
ら
か
に
せ
ら
れ

た
が
、
右

に
指
摘

し
た
や
う
な
作
品
配
列

の
近
似
麟

の
見
出

だ
さ
れ

る
事
は
、

「
新

古
今
」
編

纂

の
呼
吸
と
三
百
六
十
番
歌
合
編

纂

の
呼
吸
と

の
親

一こ34一



近

性

に
軍
な

る
暗
合
以
上

の
も

の
が
あ
る
事
を
物
語

つ
て
ゐ
る
。

以
上

の
や
う
な
諸
黙
か
ら
、
も
は

や
、
三
百
六
十
番

歌
合

が
、

「
薪
古

今
和
歌
集
」

中

に
あ

つ
て
、
甚

だ
有
力
な
資

料
と
な

つ
た
も

の
で
あ

る
と
見

て
よ

い
で
あ

ら
う
。

の
撰
定
に
當
つ
て
使
用
せ
ら
れ
た
敏
々
の
資
料
の

五

撰
定
者

に
就

い
て

・

三
百

六
十
番
歌
合

が
誰

の
手

に
よ

つ
て
成

つ
た
も

の
で
あ

る
か
は
惜

し
い
事

に
あ
き
ら
か

に
し
難

い
。
太

田
水
穗
先
生

の

「
日
本
和
歌

・

し

論

」
中

の

「
俊

成
論

」
等

に
な
俊
成

が
こ

の
歌

合

の
…判
者

で
あ
る
と
せ
ら
れ

て
ゐ
る
。

こ
の
歌
合

に
は
元
來
判

は
無
か

つ
た

の
だ
か
ら
、

こ
れ

は
誤
り

で
あ

る
と
す

る
よ
り
外
な

い
が
、
俊
成
を
撰

定
者

と
考

へ
る
事
な
君
も
具
合
が
悪

い
事
は
後

に
鱗

れ

る
通
り

で
あ
る
。

「
和

歌
合
略
目
録

」

に
も

こ

の
歌
合

の
名

は
と
ど
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
が
無
か

つ
た
し
、
當
時

の
記
録
類

に
徴

し
て
見

て
も

、

こ
の
歌
合
に
關
す

る
記
事
は
管

見
に
入
る
と

こ
ろ
が
無

い
。
し
か
し
、

と
れ
ぼ
ど

の
内
容

の
充
實

と
識
見

の
高
さ
と
を
持

つ
貼
か
ら
す

る
な
ら
ば
、
こ

の
歌

合

は

一
人

の
手

に
よ

つ
て
成

つ
た
も

の
で
は
な

い
か
も
知

れ
な

い
し
、
又
、
並

々
で
な

い
歌
人

の
手

に
よ
つ
て
成

つ
た
も

の
で
あ
る
に
相

違
な

い
と
断
定

し
て
も
誤
り
が
な

い
で
あ
ら

う
。
そ

こ
で
、
次

に
、

こ
の
歌
合

の
撰
定
者

を
推
定
す

る
に
参
考

と
な
り
得
る
や
う
な
黙
と

し

て
氣

つ
い

瓜た
と

こ
ろ
を
記
し
と
ど

め
て
置

く
事
と
し
た

い
。

第

一
に
考

へ
ら
れ
る
裏
は
、
正
治

二
年

の
再
度

の
百
首

歌
を
容
易

に
見
得
る
範
園

の
人
物

で
あ
り
、
老
若

五
十
首
歌
合

と
新

宮
撰
歌
合

　

と

の
い
つ
れ

に
も
關
係

し
た
歌
人

で
あ
ら
う

と
働
ふ
事
で
あ
る
。

さ
う

い
ふ
範
團
内

で
人
物
を
探
す

と
す

れ
ぽ
、
老
若

五
十
首
歌
合

の
作

.者

十
人
、
す
な

は
ち
、
後
鳥

初
上
皇

・
良
維

・
慈
圓

・
定
家

・
家
隆

・
寂
蓮

・
忠

良

・
雅
維

・
宮
内
卿

・
越
前

の
申

の
誰

か
と
い
ふ
事

に

な

る
か
と
思

ふ
。
そ

し
て
、
そ

の
中

で
、
ご

の
歌
合

の
規
模
や
漢
文
序
か
ら

い
つ
て
宮
内
卿
と
越
前
と

の
二
人

の
女

流
歌
人

は
問
題
外

に

置

い
て
よ

い
で
あ
ら
う
し
、

こ
の
歌
合

に
お
い
て
、
＼定
家

の
歌

が
誤

ら
れ
て
忠
良

の
作

と
せ
ら
れ

て
居
り
、
同
じ
く
楚
蒙

の
歌
が
誤
ら
れ

三

百

山
ハ

十

悉
H

心歌

合

一35一



人

丈

研

究

.第

五

輯

て
源

通
親

の
作
と
せ
ら
れ

て
ゐ
る
等
か
ら

し
て
、
定
家

や
忠
良
も
該

當
者

で
は
な

い
と
せ
ら

る
べ
き
で
あ
ら
う
。
さ
う
す

る

と
、

一
慮

、

三
百
六
十
番
歌

合

の
撰
定
者

は
後
鳥
羽
上
皇

・
良
経

・
慈
園

q
家
隆

・
寂
蓮

・
雅
経

の
中

の
誰
か

で
は
あ
る
ま

い
か
と

い
ふ
見
當

が

つ
け

ら

れ
る
で
あ
ら
う
。

し

第

二
に
、
右

の
や
う
な
歌
入

の
範
園

も
し
く
礒
そ
れ

に
近

い
人
物

の
範
園

を
考

へ
る
時

に
は
、
そ

こ
に
、
三
百

六
十
番
歌
合

の
撰
定
者

は
九
條
家
流

の
歌
人
か
御

子
左
家
流

の
歌
人
か
と

い
ふ
裏
が
取
り
上
げ
得
ら

れ
る
で
あ
ら
う
。

し
か
る
に
、
他
面
、
こ
の
歌
合

の
撰
定
者

は
、
政
界

の
樹
立
的
關
係

に
み

り
た
土
御
門
家

と
九
條
家

、
歌
壇

の
封

立
的
關
係

に
あ

つ
た

六
條
家

と
御

子
左
家

の
そ
れ
ぞ
れ

に
蜀

し

て

甚
だ
公
墾

で
抱
擁
力

の
大
ぎ

い
態
度
を
以

て
臨

ん

で
ゐ
た
事

が
知
り

得
ら

れ
る
。

さ
う
し

て
見

る
と
、
九
條
家

の
人
物

で
は
あ

つ
た
が
、

教
養

が
豊

か

で
詩
歌
文
章

に
す
ぐ
れ

、
生
新
な
新
古

今
歌
風

を
高
く

生
き
る
と
共

に
、
園
満
な
人
格
者
と

し
て
、
政
界

・
歌
壇

に
於

け
る

翌

を
超
越
し
て
も
ゐ
姦

原
良
薪

雛

雛

撫
転

講

矛

ご
と
き
が
最
も
き

は
し
逡

い
ふ
事
に
な
る
の
で
あ
ら
う
か
・

、

第

三

に
、
良

経

の
作
品

で
三
百

六
十
番
歌
合

に
加
・へ
ら
れ

て
ゐ
る
も

の
三
十
九
首

の
中
、

二
十
九
首
ま

で
が
藤

原
俊
成

の
判

に
よ
る
後

京
極
自
歌
合

に
見

え
る
も

の
で
あ

る
と

い
ふ
黙
が
指
摘

せ
ら

れ
る
。

こ

の
事

は
、
良
経

の
後
京
極
自

歌
合

が
三
百
六
十
番
歌
合

の
資

料
と

せ

ら
れ
た
事
を
み
き
ら
か

に
物
語

つ
て
ゐ
る
と
思

ふ
。
特

に
、
後
京
極
自
歌
合

の

一
番

の
右

に
据

ゑ
ら
れ

て
ゐ
る
佳
品

、

み
よ
し
野

は
山
も
か
す

み
て
し
ら
雪

の
ふ
り

に
し
里

に
春
は

き

に
け
り

}

は
、
三
亘

ハ
+
叢

合
に
書

て
も
春
部
、

蕃

の
右
に
据
ゑ
ら
れ
汚

る
の
で
あ
る
.
齢

経

窃

舘

讃

罐

黙

熾
喋
」
の

撰
定
者

の
範
園

を
推
定
せ

し
め
る
と
考

へ
得
ら
れ
る
諸
窯
は
以
上

の
や
う
な
と

こ
ろ

で
あ

る
。
か
う
観

て
來

た
感
じ

で
は
、
識
見

の
高

さ
、
抱
擁
力

の
大

き
さ
、
見
渡

し
の
廣

さ
等

の
い
つ
れ

に
も
渡

る
人
物
と

し
て
、
藤

原
俊
成

の
ご
と
き
も
考

へ
得

ら
れ
は
す

る
が
、

建

仁
元

ご

ノ

し

年

に
八
十
八
歳

に
な

つ
て
ゐ
た
俊
成

を
考

へ
る
と
大
分
無

理
が
あ

る
や
う

に
思

は
れ

る
。
と
も

あ
れ
、
三
百
六
十
番
歌

合
は
、
良
経
も
・し

く
は
良
脛

に
近

い
人

々
の
中

で
識
見

の
上
か
ら

い
つ
て
も
並

々
な

ら

な

い
歌
人

の
手

に
よ

つ
て
撰
定

せ
ち
れ
た
も

の
で
あ
ら

う
。

し
か
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し

、

今

は
、

そ

れ
以

上

の
事

は
わ

か

ら
な
い

。

六

結

証
B口

三
百
六
十
番
歌
合

の
成
立
し
た
正
治

二
年
か
ら
建

仁
元
年

に
績
く
頃
は
ギ

歌
壇

の
緊
張

が
最
高
潮

に
到
達

t
つ
つ
あ
り
、

「
薪
古
今
和

歌
集
」

と
い
ふ
偉
大
な
結
晶

へ
の

一
路
を
辿
り

つ
づ

あ

る
時
期

で
あ

つ
た

。
そ
し

て
、

三
百
六
十
番
歌
合
は
、
以
上

に
観

て
來
た
や
う
な

大
き

い
抱
負

と
充
實

し
た
内
容
と
當
時

の
歌
壇

的
見
渡

し
と
を
裳

ね
備

へ
て

「
薪

古

今

和

歌
集

」
に

つ
ら
な

つ
て
ゐ
る
歌
合
な

の
で
あ

る
の

三
百

六
十
番
、
総

歌
数

七
百

二
十
首

と

い
ふ
こ

の
大
歌
合

の
成
立
は
、・
「
新
古
今
和
歌
集
」
成
立

へ
の
力
強

い
前
奏
曲

を
奏

で
る
も

の
と
し
て
、
和
歌
史

的
意
義
も
決
し

て
少
《
な

い
と

い
ふ

べ
き
で
あ

ら
う
。

・

.

ぱ

附

記

.

㌧

　

 

こ

の
論
考
な
な
す
に
當

つ
て
は
、
玉
井
幸
助
先
生

・
山
岸
徳
準
先
生

鴇
能
勢
朝
次
先
生

・
廻
口
久
雄
兄

・
小
西
甚

一
兄

の
御
助
言
な

い
乳
だ

い
表
。
こ

こ
に
附
詑
t
て
深
甚

の
謝
意
な
表
し
六
い
。
こ

の
論
考

の
輪
郭
ぼ
、
か

つ
て
、
東
京
丈
理
大
の
國
文
學
會
で
嚢
表
滋
れ
事
が
あ
り
、
奮
稿
に
厩
す

う
が
、

和
歌
史
研
究
に
携
は
る
人

々
に
多
少
と
も
参
考
に
な
れ
ば
幸
ひ
で
あ
ゐ
。
・
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三

百

隊

十

番

歌

合




